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今月号の主な内容　　　 ページ

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

春
の
叙
勲
等
受
章
者
紹
介

広報
７月号 [No.708]

平成29年（2017年）7月1日



那賀川・桑野川・福井川の河川水位設定については、市ホームページの（タイムライン改訂にもとづく避難情報等の発表

基準の変更について）をご覧ください。

平成28年台風第10号による水害では、死者・行方不明者27人が発生する等、東北・北海道の各地で甚大な被害が発生し、

岩手県岩泉町では、グループホームが被災し、入居者９人全員が亡くなる等、高齢者の被害が相次ぎました。

内閣府では、高齢者施設において、適切な避難行動が取られなかったことを重く受けとめ、高齢者等が避難を開始する段

階であるということを明確にするため、「避難準備情報」を「避難準備・高齢者等避難開始」に名称変更しました。

本市においても、災害が発生または発生のおそれのある場合は、新たな名称で避難情報を発表します。

避難情報 発表する場面の例 とるべき避難行動

避難指示（緊急）
・土砂災害等の前兆現象が発生した場合
・那賀川、桑野川、福井川において氾濫発生水

位に達した場合

・まだ避難していない方は、緊急に避難場所へ
避難をしましょう

・外出することでかえって命に危険が及ぶよう
な状況では、近くの安全な場所への避難や、
自宅内のより安全な場所に避難しましょう

避難勧告
・土砂災害警戒情報が発表された場合
・那賀川、桑野川、福井川が氾濫危険水位に達

した場合

・速やかに避難場所へ避難を開始しましょう
・外出することでかえって命に危険が及ぶよう

な状況では、近くの安全な場所への避難や、
自宅内のより安全な場所に避難しましょう

避難準備・高齢者等
避難開始

・台風が近づいていて夜間に最も接近する場面
（夕方までに発表）

・那賀川、桑野川、福井川が避難判断水位に達
した場合

・避難に時間を要する方（ご高齢の方、障がい
のある方等）とその支援者は避難を開始しま
しょう

・その他の方は、避難の準備を整えましょう

避難情報の種類と「とるべき行動」

避難準備情報、避難指示の名称変更

避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

避難指示（緊急）

避難準備情報

避難勧告

避難指示

「避難勧告等の発表・伝達方法について」

（
変
更
前
）

（
変
更
後
）

特集　災害から命を守るために
～災害情報に注意して～

梅雨・台風などのシーズンは風水害の多い
時期です。また、近年は予想しにくい局地
的な集中豪雨も多発しています。大雨によ
って災害が予想される場合には、市などか
ら災害に関する情報が発表されます。命を
守るために役立つ情報を活用し、早めの防
災行動をとるようにしましょう。
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本市から避難勧告等を発表する際、①防災行政無線による放送、② CATV

テロップ配信、③登録制メール配信、④緊急速報メール配信、⑤ＮＨＫ総

合テレビのデータ放送の５つの方法で情報伝達を行っています。また、放

送事業者にも、避難情報の放送要請を行い、テレビ・ラジオから情報伝達

を行っています。複数の媒体から情報を収集していただき、避難する時の

判断材料にしてください。

⑴　防災行政無線による放送
避難勧告等を発表した時は、防災行政無線により放送を行います。

・防災行政無線電話応答サービス

防災行政無線での放送内容を電話で確認することができます。

（☎28－9000）

※電話応答では、放送から24時間が経過したものを聞くことはでき

ません。

※通話料は利用者の負担になります。

※電話応答を中断したい場合は、電話をお切りください。

⑵　CATV テロップ配信
ケーブルテレビあなん・県南メディアネットワークの自主放送チャンネ

ルに L 字型のテロップを挿入し、情報伝達を行います。

⑶　登録制メール配信
本市で運用しているメール配信サービスに登録していただきますと、避

難情報等を出した時に防災行政無線から流れている放送と同じ内容をメ

ールで受け取ることができます。

メール配信登録手順

①ＱＲコードを読み取りサイトにアクセスする

か、下記のメールアドレスに「空メール」を

送信する。

　　メールアドレス

　　　j-toroku-anan-bosai@sg-m.jp

②登録すると直ちにメールが届きます。返信さ

れてきたメールに記載されているＵＲＬを押す。

③利用規約を確認のうえ、「メール配信に同意

する」のボタンを押す。

④配信カテゴリの「防災・広報」を選択する。

⑤入力内容を確認し「入力内容を登録する」を

押す。

⑥登録後「本登録完了のお知らせ」メールが届く。

注意事項

※メール配信サービスの利用規約に同意してい

ただいた上で、ご登録をお願いします。

※携帯電話で迷惑メール対策の設定をされてい

る場合は、次の設定を行ってから登録してく

ださい。

・「sg-m.jp」ドメインからのメール受信を

許可。

・URL 付きメールの受信を許可。

※メール配信の登録料は無料ですが、メールの

受信に係る通信料は、利用者の負担となります。

避難勧告等の伝達方法

全国瞬時警報システム（Ｊアラー

ト）を利用した緊急地震速報の情

報伝達訓練が全国一斉に実施され

ます。本市では、防災行政無線と

登録制メール配信、ケーブルテレ

ビ自主放送チャンネルで訓練放送

を行いますので、ご協力ください。

日時　７月５日㈬　10:15頃

ご注意ください　テレビ・ラジオ・

携帯電話（緊急速報メール）では

放送されません。

※気象・地震活動の状況等によっ

て中止することがあります。

問い合わせは　

危機管理課（☎22−9191）へ

緊急地震速報
の情報伝達訓
練を実施

7
/５
㈬

❶ ❷

❹

❻

❼

❺

❸
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⑷　緊急速報メール配信（避難情報）
避難勧告等を発表した時に、携帯会社（NTTdocomo,KDDI,softbank 等）を通じ、携帯電話に配信するサービスです。

緊急速報メールに関しては、受信に係る費用はかかりません。

※一部対応していない機種もあります。くわしくは各携帯会社にお問い合わせください。

緊急速報メール配信（河川情報）
平成29年５月１日より、国土交通省より洪水情報の配信サービスが以下のとおり始まりました。

国が管理する那賀川において、「河川氾濫のおそれがある（氾濫危険水位を超えた）情報」および「河

川氾濫が発生した情報」を緊急速報メールを活用し以下の文面が国土交通省から配信されます。

⑹　その他
・すだちくんメール

徳島県では、安否確認や気象・地震・津波情報の配信、各種メールマガジンの配信などを行っています。

くわしくは、「すだちくんメール」で検索、または、徳島県　危機管理部　とくしまゼロ作戦課（☎0120－968－

184）に問い合わせてください。

⑸　ＮＨＫ総合テレビデータ放送
避難情報および避難所の開設情報はＮＨＫ総合テレビの「ｄ（データ放送）」ボタンを押すとご覧になれます。

【見本】

（件名）

河川氾濫発生

（本文）

那賀川の阿南市○○○地先○○

. ○ K（○岸、○側）付近で堤

防が壊れ、河川の水が大量に溢

れ出しています。

防災無線、テレビ等で自治体の

情報を確認し、各自安全確保を

図るなど適切な防災行動をとっ

てください。

本通知は、四国地方整備局より

浸水のおそれがある市町村に配

信しており、対象地域周辺にお

いても受信する場合がありま

す。

（国土交通省）

②−ⅱ　河川氾濫発生

（堤防が壊れ、河川の水が

大量に溢れ出している時）

【見本】

（件名）

河川氾濫発生

（本文）

那賀川の阿南市○○○地先○○

. ○ K（○岸、○側）付近で河

川の水が堤防を越えて流れ出て

います。

防災無線、テレビ等で自治体の

情報を確認し、各自安全確保を

図るなど適切な防災行動をとっ

てください。

本通知は、四国地方整備局より

浸水のおそれがある市町村に配

信しており、対象地域周辺にお

いても受信する場合がありま

す。

（国土交通省）

②−i　河川氾濫発生

（河川の水が堤防を越えて

流れ出ている時）

【見本】

（件名）

河川氾濫のおそれ

（本文）

那賀川の古庄（那賀川橋）付近で

水位が上昇し、避難勧告等の目安

となる「氾濫危険水位（古庄下流）」

に到達しました。堤防が壊れるな

どにより浸水のおそれがありま

す。

防災無線、テレビ等で自治体の情

報を確認し、各自安全を図るなど

適切な防災行動をとってください。

本通知は、四国地方整備局より浸

水のおそれがある市町村に配信し

ており、対象地域周辺においても

受信する場合があります。

（国土交通省）

①河川氾濫のおそれ

川口ダムが放流を開始した場合、下記のサイレン音が警報所から鳴ります。

60秒吹鳴 　問い合わせは　川口ダム管理所（☎0884－62－0010）へ

長安口ダムが放流を開始した場合、下記のサイレン音が警報所から鳴ります。 予備放流・異常放流の場合

×３回

それ以外×１回

問い合わせは　長安口ダム管理所（☎0884－66－0121）へ

20秒吹鳴 20秒吹鳴 20秒吹鳴５秒休止 ５秒休止

福井ダムが放流を開始した場合、下記のサイレン音が警報所から鳴ります。

×１回20秒吹鳴 20秒吹鳴 20秒吹鳴10秒休止 10秒休止

問い合わせは

南部総合県民局

（☎24－4232）へ
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春

の

叙

勲

瑞
宝
小
綬
章中山 瑞穗さん

羽ノ浦町（81歳）

　

中
山
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
４
月

に
最
高
検
察
庁
に
検
察
事
務
官
と

し
て
奉
職
し
て
以
来
、
東
京
区
検

察
庁
副
検
事
、
徳
島
区
検
察
庁
副

検
事
等
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
４
月
か
ら
は
、
行
政

相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
徳
島
行

政
相
談
委
員
協
議
会
副
会
長
を
務

め
る
な
ど
、
行
政
相
談
制
度
の
普

及
発
展
お
よ
び
地
域
住
民
の
福
祉

の
増
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

旭
日
双
光
章中西 一二三さん

上中町（97歳）

　

中
西
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
６
月

に
阿
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

に
就
任
し
て
以
来
、
39
年
の
長
き

に
わ
た
り
的
確
な
指
導
力
を
発
揮

し
て
国
政
選
挙
や
各
地
方
選
挙
の

管
理
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
11
月
か
ら
は
同
委
員

会
委
員
長
と
し
て
選
挙
管
理
の
適

切
な
指
導
監
督
に
従
事
さ
れ
る
な

ど
、
投
票
率
の
向
上
と
明
る
い
選

挙
の
実
現
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

褒
　
　
章

紺

綬

褒

章清原 愛さん

長生町（87歳）

　

清
原
さ
ん
は
、
平
成
28
年
１
月

に
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
阿

南
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
維
持
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ

施
設
に
通
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
で
地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り

が
深
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
少
し
で

も
地
元
に
恩
返
し
が
し
た
い
と
の

思
い
で
、
体
育
振
興
事
業
の
た
め

の
資
金
と
し
て
寄
附
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章板東 孝さん

宝田町（82歳）

　

板
東
さ
ん
は
、
昭
和
28
年
４
月

に
阿
南
市
消
防
団
員
と
し
て
、
ま

た
昭
和
40
年
３
月
か
ら
は
阿
南
市

消
防
吏
員
と
し
て
、
約
39
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
べ
く
消
防
活
動
に

献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
火
災
予
防
業
務
に
お
い
て

も
、
事
業
所
な
ど
の
許
認
可
や
指

導
、
地
域
防
災
教
育
の
推
進
に
多

大
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

柳田 修作さん

内原町（67歳）

　

柳
田
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
７
月

に
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
以
来
、

約
35
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
常
に

責
任
感
を
も
っ
て
積
極
的
に
職
務

を
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
遠

洋
航
海
で
世
界
一
周
を
達
成
。
小

松
島
航
空
隊
整
備
補
給
隊
員
と
し

て
、
航
空
機
に
搭
載
す
る
魚
雷
等

の
整
備
や
検
査
業
務
に
日
夜
厳
正

な
態
度
で
精
励
さ
れ
、
事
故
の
未

然
防
止
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章大西 昱さん

羽ノ浦町（88歳）

　

大
西
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
４
月

か
ら
徳
島
県
内
の
小
中
学
校
教
諭
、

教
頭
、
校
長
と
し
て
、
39
年
の
長

き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充
実
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
特
に
社
会
科

教
育
、
道
徳
教
育
に
力
を
注
が
れ

ま
し
た
。
退
職
後
は
、
旧
羽
ノ
浦

春
日
野
公
民
館
館
長
や
阿
南
市
文

化
財
保
護
審
議
員
、
阿
南
市
史
の

編
纂
に
も
携
わ
り
、
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平成29年春の叙勲受章者が発表され、本市では次の方々が受

章されました。その他の表彰等と併せてご披露します。

（５月31日発表分まで、掲載のご了解が得られた方を紹介しています。

一部敬称略）

長年の功績　栄えある受章
おめでとうございます
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中妻 和善さん

福村町（88歳）

　

中
妻
さ
ん
は
、
昭
和
28
年
４
月

か
ら
徳
島
県
内
の
小
中
学
校
教
諭
、

教
頭
、
校
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

旺
盛
な
研
究
心
と
教
育
に
対
す
る

強
い
情
熱
を
も
っ
て
、
36
年
の
長

き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充
実
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
退
職

後
は
、
社
会
教
育
指
導
員
を
務
め

る
な
ど
、
市
の
教
育
振
興
に
多
大

な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。鎌田 武さん

桑野町（88歳）

　

鎌
田
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
４
月

か
ら
徳
島
県
内
の
小
学
校
教
諭
、

教
頭
、
校
長
と
し
て
、
41
年
の
長

き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充
実
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
特
に
科
学
教

育
の
振
興
に
多
大
な
功
績
を
残
さ

れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
桑
野
公

民
館
館
長
を
15
年
間
務
め
る
な
ど
、

地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
研
究
・
保
護

に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

旭
日
単
光
章岩崎 清さん

羽ノ浦町（88歳）

　

岩
崎
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
12
月
、

羽
ノ
浦
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以

来
、
５
期
20
年
の
長
き
に
わ
た
り

在
職
し
、
昭
和
55
年
12
月
か
ら
は

議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

文
教
厚
生
委
員
長
、
下
水
道
事
業

対
策
特
別
委
員
長
、
工
場
設
置
奨

励
特
別
委
員
長
、
山
並
開
発
特
別

委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
卓
抜
な
る

識
見
と
指
導
力
を
も
っ
て
地
方
自

治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大

臣

表

彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

阿
南
第
一
中
学
校
区

　

学
校
支
援
地
域
本
部

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
地
域
と
学

校
の
連
携
・
協
働
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
や
通
学
路

の
環
境
整
備
、
自
分
の
命
を
守
る

た
め
の
行
動
を
教
え
る
交
通
安
全

教
室
、
登
下
校
時
の
安
全
指
導
な

ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
多
様
な
取

組
が
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
岡
公
民
館

　

富
岡
公
民
館
は
、
地
域
に
お
け

る
社
会
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
住

民
や
各
種
団
体
、
幼
稚
園
、
小
学

校
と
連
携
し
な
が
ら
、
世
代
を
超

え
た
交
流
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
「
こ
ど
も
伝
統
文
化

体
験
事
業
」
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
表
彰

　

阿
南
市
農
業
委
員
会

　

阿
南
市
農
業
委
員
会
は
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
や
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規

就
農
の
促
進
な
ど
、
農
地
等
の
利

用
最
適
化
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
全
て
の
地
区
で
策
定
し
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
遊
休
農
地
増

加
な
ど
の
問
題
解
決
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

萩
野　

敏
則
さ
ん

　
　

横
見
町
（
70
歳
）

　

萩
野
さ
ん
は
、
平
成
３
年
６
月

に
阿
南
市
農
業
委
員
会
委
員
に
就

任
し
、
平
成
18
年
６
月
か
ら
は
会

長
と
し
て
、
26
年
の
長
き
に
わ
た

り
地
域
農
業
の
振
興
・
発
展
と
農

業
者
の
地
位
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
作
成
や
農
地
中
間
管
理
事
業
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
臣
感
謝
状

総
務
大
臣
感
謝
状

■
行
政
相
談
業
務
永
年
協
力
者

待
田
泰
信
さ
ん
（
長
生
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
業
務

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
の
表
彰

徳
島
県
知
事
表
彰

■
と
く
し
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞

桑
野
ふ
る
さ
と
研
究
会

岩
脇
公
園
を
美
し
く
志
隊

■
平
成
28
年
度
徳
島
県
優
良
農
村

集
団
知
事
表
彰

加
茂
谷
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
会

徳
島
県
知
事
感
謝
状

■
農
業
委
員
功
労

島　

優
德
さ
ん
（
福
村
町
）

徳
島
県
表
彰

■
ゴ
ー
ル
ド
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

柴
山
義
明
さ
ん
（
那
賀
川
町
）

■
個
人
表
彰

鎌
田
　
薫
さ
ん
（
内
原
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
児
童
養
護
施
設

の
栄
養
士
と
し
て
、
業
務
に
精
励

さ
れ
る
と
と
も
に
、
児
童
福
祉
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

西
條
　
利
朗
さ
ん
（
宝
田
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
市
遺
族
連

合
会
の
役
員
等
と
し
て
、
戦
没
者

遺
族
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

杣
友
　
光
明
さ
ん
（
伊
島
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
伊
島
漁
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長
等
と
し
て
、

水
産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

田
上
　
賀
千
さ
ん
（
那
賀
川
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
建
設
業

協
会
の
役
員
等
と
し
て
、
業
界
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
　
侯
さ
ん
（
津
乃
峰
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
歯
科
医

師
会
の
役
員
と
し
て
、
保
健
衛
生

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

県

藍

青

賞

■
運
動
競
技

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

阿
南
第
一
中
学
校
　
軟
式
野
球
部
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文
部
科
学
大
臣
杯　

第
７
回
全
日

本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会　

第

３
位

【
個
人
】

花
木
　
香
凜
さ
ん
（
陸
上
・
富
岡

小
６
年
）　

第
51
回
徳
島
県
小
学

校
陸
上
運
動
記
録
会　

女
子
50
ｍ

ハ
ー
ド
ル
走　

大
会
新
記
録

吉
田
　
康
晟
さ
ん
（
陸
上
・
羽
ノ

浦
小
６
年
）　

第
32
回
全
国
小
学

生
陸
上
競
技
交
流
大
会　

男
子
走

幅
跳　

第
６
位

小
林
　
璃
々
さ
ん
（
陸
上
・
羽
ノ

浦
中
３
年
）　

平
成
28
年
度
全
国

中
学
校
体
育
大
会　

陸
上
競
技
女

子
１
５
０
０
ｍ　

第
５
位
、
第
47

回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会　

Ａ
女
子
３
０
０
０
ｍ　

第
８
位

■
研
究
、
制
作
、
表
現
活
動
等

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

阿
南
第
二
中
学
校
　
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
部　

ジ
ャ
パ
ン
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
６　

中
学
校
の
部　

神
戸
市
教

育
委
員
会
賞

【
個
人
】

楠
本
　
航
平
さ
ん
（
大
野
小
１
年
）　

第
45
回
Ｊ
Ａ
共
済　

全
国
小
・
中

学
校
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル　

農
林
水
産
大
臣
賞

土
井
　
優
理
さ
ん
（
見
能
林
小
３

年
）　

第
62
回
青
少
年
読
書
感
想

文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル　

中
学
年
の

部　

内
閣
総
理
大
臣
賞

防
犯
功
労
者
表
彰

■
阿
南
防
犯
連
合
会
長
・
阿
南
警

察
署
長
連
名
感
謝
状

村
田
幸
盛
さ
ん
（
阿
南
警
察
署
署

所
在
地
地
域
の
安
全
を
守
る
会
）・

髙
市
英
佑
さ
ん
（
那
賀
川
町
南
部

地
域
の
安
全
を
守
る
会
）
・
三
間

定
男
さ
ん
（
自
警
団
・
は
の
う
ら
）・

西
野
捷
爾
さ
ん
（
自
警
団
・
は
の

う
ら
）
・
旭　

忠
之
さ
ん
（
ナ
カ

ち
ゃ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
）
・
兼
田

茂
樹
さ
ん
（
阿
南
少
年
補
導
協
助

員
会
）
・
岸
田
永
子
さ
ん
（
阿
南

少
年
補
導
協
助
員
会
）
・
紅
露
正

行
さ
ん
（
長
生
セ
ニ
ヤ
ク
ラ
ブ
）

阿
南
市
教
育
功
労
者
表
彰

■
学
校
教
育

　

湯
浅
愛
子
・
山
西　

典
・
浅
野

晋
一
・
勝
瀬
奈
奈
子
・
乾　

和
彦
・

山
田
百
代
・
幸
坂
敏
行
・
中
川
香

代
子
・
倉
野
真
由
美
・
加
藤
満
枝
・

湯
浅
壯
宜
・
猪
名
川
美
信
・
小
松

三
千
代
・
山
田
威
臣
・
片
山
三
恵
・

奧
村
武
史
・
乾　

眞
理
子
・
数
藤

尚
代
・
吉
岡
睦
人
・
京
小
千
恵
子
・

四
宮
恭
子
・
渡
部
佳
子
・
阿
部
直

子
・
石
田
浩
一
・
笹
山
久
恵
・
松

浦
好
子
・
柳
本
真
弓
・
田
中
美
智

代
・
岩
﨑
玲
実
・
生
田
琉
海
・
小

林
璃
々
・
羽
ノ
浦
中
学
校
軟
式
野

球
部

■
社
会
教
育

　

美
馬
義
明
・
武
田
豊
司
・
島　

優
德

■
寄
附

　

有
限
会
社　

橋
田
工
務
店
・
埴

渕
政
美
・
海
山
家
隆
・
株
式
会
社　

メ
ッ
ク
テ
ク
ニ
カ
・
王
子
ネ
ピ
ア

株
式
会
社
・
吉
田
歯
科
医
院
・
藤

崎
電
機
株
式
会
社 

　

（
敬
称
略
）

阿
南
市
体
育
功
労
者
・
優
秀
者
表
彰

■
体
育
功
労
者

　

郡
戸
友
子
・
数
藤
伸
男
・
片

山　

司
・
達
田
美
喜
夫
・
藤
目
清

司
・
小
笠
龍
馬
・
富
永
信
行
・
佐

藤　

守
・
小
野
泰
男
・
中
西　

実
・

外
山
ス
ズ
ミ
・
武
知
由
紀
子
・
長

尾
和
良
・
広
瀬
直
樹
・
田
井
光
郎
・

天
部
重
男
・
森
野
公
明
・
齋
藤
貴

史
・
平
瀬
恭
文
・
原
田
宏
志

■
体
育
優
秀
者
・
団
体

　

Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ 

ｍ
ａ 

ｍ
ａ
・

那
賀
川
中
学
校
女
子
剣
道
部
・
羽

ノ
浦
中
学
校
野
球
部
・
阿
南
工
業

高
等
専
門
学
校
テ
ニ
ス
部
・
阿
南

工
業
高
等
専
門
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
・
大
石
洋
史
・
敦
賀
晋
平
・

武
知
虎
南
・
林　

理
紗
・
小
島
健

太
郎
・
湯
浅
詩
音
・
富
永
実
央
・

大
地
彩
加
・
林　

怜
花
・
原　

秀

樹
・
一
ツ
松
由
至
・
北
本
恵
里
奈
・

戸
井
健
治
・
阿
部
貴
司
・
高
石
裕

介
・
小
川
浩
之
・
山
田
博
文
・
生

田
琉
海
・
小
林
璃
々
・
小
原
宙
久
・

亀
田
翔
矢
・
溝
木
隆
太
・
奥
田
真

也
・
早
竹
亮
人
・
守
野
太
賀
・
奥　

荘
介
・
村
口　

巧
・
吉
原
千
尋
・

瀧
根
風
香
・
大
平
祐
生
・
麻
植
一

輝
・
泉　

晃
平
・
北
原
右
京
・
宮

田
将
吾
・
谷　

亮
磨
・
新
居
鈴
菜

■
体
育
奨
励
賞

　

今
津
少
年
野
球
部
・
岩
脇
リ

バ
ー
ス
タ
ー
ズ
・
羽
ノ
浦
パ
ピ
ヨ

ン
・
富
岡
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
・
阿
南
Ｊ
Ａ
Ｃ
・

阿
南
Ｒ
Ｃ
・
羽
ノ
浦
小
学
校
女
子

リ
レ
ー
チ
ー
ム
・
阿
南
第
一
中
学

校
相
撲
部
・
阿
南
第
一
中
学
校
野

球
部
・
那
賀
川
中
学
校
駅
伝
部
・

羽
ノ
浦
中
学
校
駅
伝
部
・
羽
ノ
浦

中
学
校
新
体
操
部
・
河
野
菜
々
子
・

羽
坂
愛
彩
・
原
田　

葵
・
川
野
優

花
・
井
上
広
大
・
柴　

誠
太
郎
・

花
垣　

陸
・
脇
岡
侑
吾
・
表
原
彩

女
・
島
尾
一
吹
・
多
賀
原
亮
哉
・

岩
田　

隼
・
吉
田
康
晟
・
児
島
雄

一
郎
・
浅
野
俊
亮
・
髙
島
由
芽
・

川
田
愛
翔
・
金
徳　

陽
・
福
井
有

未
子
・
幸
坂
征
太
郎
・
米
﨑
陽
海
・

花
木
香
凜
・
治
尾
優
衣
奈
・
西
谷

優
花
・
岡
久
怜
央
・
柳
本
晃
志
・

田
邊
圭
吾
・
奥
村
詩
鈴
・
廣
田
優

月
・
前
川
瞬
希
・
南
原
柊
琉
・
篠

原
吏
輝
・
吉
田
美
優
・
鴛
原
泰
輝
・

撫
養
あ
か
り
・
藤
倉
麻
央
・
花
﨑　

楓
・
折
野
愛
純
・
西
内
心
瑠

　

(

敬
称
略
）

７月21日㈮　15:00～開会式

　JAアグリあなんスタジアム

７月22日㈯　9:00～１回戦

　JAアグリあなんスタジアムほか３会場

７月23日㈰　9:00～２回戦・準々決勝

　JAアグリあなんスタジアムほか１会場

７月24日㈪　8:00～準決勝・決勝

　JAアグリあなんスタジアム

モンゴルの子どもたちを阿南市に招待し、試合やホー

ムステイ等を通じて国際交流を発展させるように次の

事業を計画しています。

記念試合（モンゴル少年野球チーム VS 那賀川体育協

会還暦チーム）

　日時　７月20日㈭　18:00～

　場所　ＪＡアグリあなんスタジアム

ホームステイ

　阿南市内の一般家庭　７月22日㈯～23日㈰

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

日本・モンゴル外交樹立45周年記念　

第５回記念野球のまち阿南少年野球全国大会
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お
く
り
も
の

市
中
体
連
軟
式
野
球
部
へ

●
バ
ッ
ト
50
本
、
ボ
ー
ル
５
ダ

ー
ス

横
見
町　

荒
木
大
輔
様
か
ら

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

藤
井
聡
太
く
ん
、
天
才
た
ち 

～

　

今
、
藤ふ

じ

井い

聡そ
う

太た

と
い
う
名
前
が
日
本
国
中
を
席
巻

し
て
い
ま
す
。
５
歳
の
と
き
に
祖
母
か
ら
将
棋
を
教

わ
り
、
21
世
紀
生
ま
れ
で
初
と
な
る
プ
ロ
棋
士
と
な

り
、
デ
ビ
ュ
ー
後
の
連
勝
記
録
を
27
に
伸
ば
し
、
歴

代
最
多
連
勝
記
録
28
に
王
手
を
か
け
て
い
ま
す
。（
６

月
19
日
現
在
）
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
７
月
19
日

生
ま
れ
の
14
歳
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
「
わ
ず
か
な

狂
気
も
交
じ
ら
な
い
天
才
は
い
な
い
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
藤
井
く
ん
に
は
、
そ
の
若
さ
に
関
係
な
く
将

棋
盤
に
向
か
う
と
、
駒
と
い
う
天
才
的
狂
気
が
華
麗

に
舞
う
、
全
宇
宙
に
見
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

レ
ー
マ
ン
と
い
う
心
理
学
者
が
「
独
創
と
年
齢
」

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
天

才
的
な
独
創
は
30
代
を
中
心
と
し
ま
す
が
、
ま
ず
詩

と
器
楽
作
曲
の
天
分
が
最
も
早
期
に
現
れ
る
そ
う
で

す
。
驚
く
こ
と
に
ダ
ン
テ
は
９
歳
で
詩
を
書
き
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
は
13
歳
で
３
つ
の
ソ
ナ
タ
を
作
曲
し
た
そ

う
で
す
。
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
も
13
歳
か
ら
日
記
を

２
年
も
の
間
書
き
続
け
、
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
は
第

二
次
世
界
大
戦
時
の
最
も
有
名
で
最
も
感
動
的
な
個

人
的
手
記
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
の
画

家
、
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
は
15
歳
の
と
き
に
は
、
画
家

と
し
て
商
業
的
な
成
功
を
収
め
て
い
ま
し
た
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
も
こ
の
年
齢
で
「
交
響
曲
第
14
番
」
を
作

曲
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
小
説
家
、
フ
ラ
ン

ソ
ワ
ー
ズ
・
サ
ガ
ン
は
18
歳
に
し
て
『
悲
し
み
よ
こ

ん
に
ち
は
』
を
書
き
、
た
ち
ま
ち
評
判
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
人
で
は
、
室
町
時
代
の
能
楽
者
、
世
阿
弥

は
12
歳
に
し
て
、
第
３
代
将
軍
足
利
義
満
に
認
め
ら

れ
、
能
楽
を
大
成
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ
か
み
ま
し

た
。
上
杉
謙
信
は
14
歳
で
初
陣
を
飾
り
、
天
賦
の
軍

才
を
持
つ
軍
神
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
島
由
紀
夫
は
、
祖
母
が
好
ん
で
い
た
歌

舞
伎
や
能
、
小
説
な
ど
に
親
し
み
、
学
習
院
中
等
科

に
進
学
し
て
文
芸
部
に
入
り
、
14
歳
に
し
て
処
女
作

「
酸す

か

模ん
ぽ

秋あ
き

彦ひ
こ

の
幼
き
思
ひ
出
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

先
述
の
レ
ー
マ
ン
に
よ
る
と
、
30
代
前
半
の
天
才

は
物
理
学
、
数
学
、
交
響
曲
、
植
物
な
ど
、
30
代
後

半
は
天
文
学
、
生
理
学
、
哲
学
、
オ
ペ
ラ
作
曲
、
40

代
以
後
に
独
創
性
を
発
揮
す
る
の
は
小
説
、
現
代
建

築
、
現
代
絵
画
だ
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
人
間
は
、

幼
い
頃
か
ら
非
凡
な
才
能
を
発
揮
す
る
人
も
い
れ
ば
、

晩
年
に
な
っ
て
大
活
躍
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
物
事
が
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い
の
が

人
間
の
常
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
人
生
は
帰
り
の

な
い
片
道
切
符
。
こ
れ
だ
け
は
万
人
に
共
通
し
た
普

遍
の
真
理
で
す
。
私
た
ち
は
、
今
日
が
一
番
若
い
。

明
日
は
一
日
年
を
と
り
ま
す
。
せ
め
て
、
「
人
生
一

寸
先
は
明
る
い
」
と
思
っ
て
生
き
た
い
も
の
で
す
。

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金

の
納
付

　

平
成
29
年
度
の
納
付
書
は
８
月

上
旬
に
受
益
者
に
発
送
し
ま
す
。

　

納
付
対
象
は
、
分
割
払
い
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
や
平
成
28
年
７

月
以
降
供
用
開
始
に
な
っ
た
土
地

で
、
納
付
猶
予
を
受
け
ら
れ
て
い

た
方
な
ど
で
す
。

納
期　

８
月
、
11
月
、
２
月

口
座
振
替
の
手
続
き　

口
座
振
替

（
分
割
払
い
の
み
）
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
金
融
機
関
に
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
７
月
14
日
㈮
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀

行
、
高
知
銀
行
、
阿
南
信
用
金
庫
、

四
国
労
働
金
庫
、
阿
南
農
業
協
同

組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
阿
南
市

内
各
店
舗

問
い
合
わ
せ
は　

下
水
道
課
（
☎

22
－

１
７
９
６
）
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈪
で

す
。
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要

な
方
は
、
交
付
申
請
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
自
己
負
担
限
度
額
等
の
支
払
い

　

70
歳
未
満
の
方
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
「
限
度
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

（
１
カ
月
ご
と
）
の
支
払
金
額
が
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
場
合
は
、
入
院
時
の
食
事
代

も
あ
わ
せ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
方
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
場
合
に
、
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担

限
度
額
や
入
院
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日　

７
月
３
日
㈪ 

申
請
に
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
書
類

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

入
院
時
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ
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平
成
29
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
を
７
月
か
ら
受
付

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は

「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

免
除
申
請
に
は
所
得
要
件
が
あ

り
、
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
（
50
歳
未
満
の
方
が
対
象
の
納

付
猶
予
は
本
人
お
よ
び
配
偶
者
）

の
前
年
所
得
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
分
（
平
成
29
年
７

月
分
か
ら
平
成
30
年
６
月
分
ま

で
）
の
免
除
申
請
を
７
月
３
日
㈪

か
ら
受
付
し
ま
す
。

※
過
年
度
分
の
免
除
申
請
は
、
過

去
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　

年
金
手

帳
、
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
、
委

任
状
（
代
理
人
（
本
人
以
外
）
が

来
庁
す
る
場
合
の
み
）

※
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
ま
た
は
離
職
票
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
㈪
で
す
。
８
月
１
日

㈫
以
降
は
、
７
月
中
に
送
付
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証
（
紫
色
）
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

㈪
で
す
。
平
成
28
年
度
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
で
平
成
29
年
度
も

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
確
認
で
き

た
方
に
は
７
月
中
に
新
し
い
証
を

送
付
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
保
険
料
の
決
定

通
知
を
８
月
初
旬
に
送
付
し
ま

す
。
納
付
書
で
お
支
払
い
た
だ
く

方
に
は
、
納
付
書
も
同
封
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

８
０
６
４
）
へ

　
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
夫
が
病
気
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
夫

の
収
入
だ
け
で
生
活
し
て
い
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
不

安
で
す
。
な
に
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

国
民
年
金
加
入
中
の

方
や
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
期
間
を
満
た
し
た

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
に
生
活
を
支

え
ら
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
配

偶
者
」
ま
た
は
「
子
」
に
、
子

が
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
（
一

定
の
障
が
い
の
あ
る
場
合
は
20

歳
ま
で
の
間
）
、
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
日
の
属
す
る

月
の
前
々
月
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
免

除
期
間
含
む
）
が
３
分
の
２
以

上
ま
た
は
直
近
１
年
間
に
保
険

料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な
ど
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

市営住宅入居者募集

◆申込資格等　次の①～④のすべてに該当する方

①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないなど

居住に困っていると認められる方

②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の場

合は、入居を指定した日から３カ月以内に結婚し、同居

できる方に限ります。

③政令で定める収入基準を満たす方

④申込者および同居する親族が暴力団員でないこと

◆申込みに必要な書類　

①市営住宅使用申込書（住宅・建築課備え付け）

　※申込書には押印が必要。

②入居希望者全員の住民票

③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票（給与

支払明細書）など）

④婚約中の方は、婚約が証明できる書類

◆入居者の選定方法　

①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は

受け付けできません。

②書類審査後、希望する住宅を１つ選んでいただきます。

③各住宅で募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選に

より決定します。

④不正な申込み等が発見された場合は、当選資格を取り消

します。また、申込み後、入居までに同居親族の変更（出

産、死亡を除く）または婚約者が変わった場合は、その

申込みを無効とします。

◆受付日時　７月６日㈭、７日㈮　9:00～17:00

◆抽選日  ７月13日㈭、14日㈮　※抽選がある場合のみ

◆入居予定日　９月１日㈮

※家賃、敷金、収入基準など条件・制約がありますので、

くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　住宅・建築課（☎22−3431）へ

＜一般募集住宅＞　

住　宅　名 所　在　地 戸　数 間　取

中　川　原 横見町中川原 ２ ２ＬＤＫ

中　川　原 横見町中川原 １（単身可） ２ＤＫ

中　川　原 横見町中川原 １ ３ＤＫ

宝　　　田 宝田町川原 １ ３ＤＫ

西　　　方 長生町西方 １ ２ＬＤＫ

橘 橘町幸野 １ ３ＤＫ

赤　　　池 那賀川町赤池 １ ３ＤＫ

次の市営住宅への入居者を募集します。

9　広報 あ な ん 2017.07



長
時
間
野
球
大
会

出
場
者
募
集

　

午
前
９
時
か

ら
翌
日
の
午
後

９

時

ま

で

の

間
、
チ
ー
ム
を

リ
レ
ー
し
て
試

合
を
行
う
長
時

間
野
球
大
会
に

出
場
す
る
チ
ー
ム
お
よ
び
選
手
を

募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
の
各
野
球
連
盟
に

所
属
す
る
チ
ー
ム
は
連
盟
を
通
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
程　

８
月
26
日
㈯　

午
前
９
時

～
27
日
㈰　

午
後
９
時

※
出
場
す
る
時
間
は
大
会
主
催
者

が
調
整
し
決
定
し
ま
す
。
１
チ
ー

ム
の
出
場
時
間
は
１
時
間
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所　

Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム

参
加
資
格　

小
学
３
年
生
以
上
の

男
女
。
市
外
に
住
所
の
あ
る
選
手

の
申
込
み
を
歓
迎
し
ま
す
。

持
参
物　

野
球
の
で
き
る
服
装
と

シ
ュ
ー
ズ
（
つ
め
の
ス
パ
イ
ク
は

禁
止
）
、
グ
ロ
ー
ブ

※
野
球
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
お
持
ち

の
方
は
な
る
べ
く
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の

着
用
と
ア
ッ
プ
シ
ュ
ー
ズ
の
使
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
込
締
切
日　

７
月
31
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

野
球

の
ま
ち
推
進
課(

☎
22

－

１
２
９

７)

へ
情
報
公
開
･
個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況
の
内
容

　

平
成
28
年
度
の
施
行
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

情報公開・個人情報保護の施行状況
　（単位：件）

開示
請求

処理
件数

　処理の状況

公開率
開示

部分
開示

不開示 不存在

情報公開 61 61 14 42 0 5 100％

個人情報 7 7 2 5 0 0 100％

公開率（%）＝
　 開示件数＋部分開示件数　

×100
　　　 処理件数－不存在件数

問
い
合
わ
せ
は　

総
務
課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

現在、県では阿南市の都市計画区域を含む徳島東部都市計画区域で、次の計画に関する意見を募集して

います。

計画　徳島東部都市計画区域マスタープラン（素案）

内容　長期的視点に立った都市計画の基本的な方向を示すマスタープランの見直し素案です。

募集期日　７月18日㈫

※くわしくは県ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

問い合わせは　県都市計画課（☎088−621−2566）へ

徳島東部都市計画の見直し（素案）を作成しましたので、次のとおり説明会および公聴会を開催します。

●都市計画の種類

【県決定】徳島東部都市計画区域マスタープランの見直し・区域区分（線引き）の変更

【市決定】用途地域の変更

●説明会　日時　７月19日㈬　19:00～　　場所　ひまわり会館２階　21世紀室

●素案の縦覧　期間　７月13日㈭～27日㈭　※土、日、祝日は除く

　　　　　　場所　まちづくり推進課または県都市計画課

●県決定に係る公聴会

日時　８月４日㈮　14:00～

場所　徳島合同庁舎別館東会議棟２階　会議室　※公述申出は７月28日㈮必着

●市決定に係る公聴会　日時　８月２日㈬　14:00 ～

　　　　　　　　　　場所　市役所６階　604会議室　※公述申出は７月28日㈮必着

問い合わせは　まちづくり推進課（☎22−1596）または県都市計画課（☎088−621−2566）へ

徳島東部都市計画の見直し（素案）に関する

説明会等の開催について

徳島東部都市計画区域マスタープラン（素案）の

意見を募集しています
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申込期間　７月19日㈬～８月３日㈭

申込方法　人事課備え付けの「試験申込書」に必要事項をご記入のうえ、人事課へお申し込みください。

（試験案内・申込書は７月３日㈪以降にお渡しします。ただし、土曜日、日曜日および国民の祝日は

除きます）

試験案内・申込書の郵送を請求される場合は、封筒に「試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記し

た返信用封筒（120円切手を貼ったＡ４サイズ（※定形外郵便物の所定規格内）のもの）を必ず同封

のうえ、〒774-8501　阿南市富岡町トノ町12番地３　阿南市企画部人事課へ請求してください。

なお、試験案内・申込書は阿南市ホームページ「採用情報・募集」からもダウンロードできます。

また、郵送で申込みする場合は、定型（長形３号：12㎝×23.5㎝程度の大きさ）の封筒に宛先を明

記のうえ、392円分の切手を貼付し、必ず「書留郵便」でお申し込みください。（８月３日㈭消印の

ものまで有効です）

公務員として、高い志を持って市民と共に考え行動する人、

自ら考え責任を持ってチャレンジする人を求めます!

受験資格などくわしくは、市ホームページまたは試験案内でご確認ください。

※ホームページ掲載および試験案内の配布はいずれも７月３日㈪から

《《《 阿南市職員を募集します 》》》
平成30年４月採用予定

お知らせ　建築技術については、今年度、教養試験を免除します。

注　意

①試験申込の受付は、申込期間内にて行います。

②申込書に記載漏れ、写真、返送用封筒等の不備があった場合は受験申込の受付ができない場合があり

ますので、時間に余裕をもって申し込んでください。

③上級消防を受験される方は、体力検査も実施します。欠席された場合は失格扱いとなります。

試 験 区 分 採用予定人員 試 験 区 分 採用予定人員

上 級 行 政 事 務 20人程度 幼 稚 園 教 諭 ３人程度

初 級 行 政 事 務 ５人程度
職 務 経 験 者

【保育士】
２人程度

上 級 土 木 技 術 ３人程度
職 務 経 験 者

【幼稚園教諭】
１人程度

初 級 土 木 技 術 ２人程度 保 健 師 ２人程度

建 築 技 術 １人程度 図 書 館 司 書 １人程度

電 気 技 術 １人程度 天 　 文 １人程度

保 育 士 ８人程度 上 級 消 防 １人程度

※試験日は、悪天候のため延期となることがあります。

第一次試験日は、 全職種　９月17日㈰　
上級消防を受験される方は、９月30日㈯に体力検査を実施します。

問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ
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保
護
者
ま
た
は
そ
の
予
定
の
方

場
所　

柳
島
教
育
集
会
所
３
階

問
い
合
わ
せ
は　

柳
島
教
育
集
会
所

（
☎
23

－

６
２
８
０
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

夏
期
に
お
け
る
水
難
の
防
止

　

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
自
然
体

験
型
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
々
が

増
加
す
る
一
方
、
河
川
等
に
お
け
る

釣
り
、
水
泳
、
キ
ャ
ン
プ
等
で
、
尊

い
命
が
奪
わ
れ
る
水
難
が
夏
期
に
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

水
難
は
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と
命

の
危
険
に
直
結
し
や
す
い
こ
と
か

ら
、
水
辺
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む

際
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
水
難
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が

交 通

事 故

件　数
死　者
負傷者

183件（939）
1人（    2）
22人（108）

救 急
件　数
搬送人員

278件（1,461）
272人（1,406）

火 災
件　数
損害額

6件（  13）
0千円（17,180千円）

●阿南署管内平成29年５月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

身
元
調
査
を
許
さ
な
い
取
組
の

一
環
と
し
て
、
本
人
通
知
制
度

に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
が

不
正
請
求
・
不
正
取
得
さ
れ
、
身

元
調
査
に
つ
な
が
る
人
権
侵
害
が

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
抑
止
力

と
し
て
、
本
人
通
知
制
度
に
事
前

登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

①
制
度
に
つ
い

て
は　

市
民
生
活
課(

☎
22

－

１

１
１
６)

へ
②
人
権
に
か
か
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
は　

人
権
・
男
女

参
画
課(

☎
22

－

３
０
９
４)

、

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会
事
務
局

(

☎
22

－

３
３
９
２)

へ

子
育
て
に
関
す
る
意
見
交
換
会

　

育
児
の
専
門
家
の
先
生
を
招
き
、

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
関
し
て

の
不
安
な
事
や
困
っ
て
い
る
事
の

意
見
交
換
の
場
で
す
。
親
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
、

子
ど
も
が
い
き
い
き
と
健
や
か
に

育
つ
環
境
作
り
を
、
地
域
全
体
の

取
組
へ
と
、
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

日
時　

７
月
19
日
㈬　

午
前
10
時

～
正
午

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ

秋の那賀川流域を駆ける自転車イベント「那賀川流域セ

ンチュリーラン」の参加者を募集します。

日程  10月1日㈰　8:30～スタート予定　※小雨決行

種目　　

●Ａコース（130㎞）

那賀川河川敷第３緑地→那賀川北岸→道の駅鷲の里→阿

南鷲敷日和佐線

徳島県企業局川口ダム管理所→那賀町木沢支所→四季美

谷温泉（折り返し）

●Ｂコース（46㎞）　

那賀川河川敷第３緑地→那賀川北岸→道の駅鷲の里→阿

南鷲敷日和佐線→徳島森林づくり推進機構（折り返し）

参加資格　Aコースは６時間、Bコースは３時間の規定

時間内に完走できる走力のある方

定員　500人

参加料　Ａコース　6,000円（中学・高校生　5,000円）

　　　　Ｂコース　5,000円（中学・高校生　4,000円）

申込方法　Web サイト「スポーツエ

ントリー」にてお申し込みください。

http://spoen.net/70047/a

申込期間　７月３日㈪～８月18日㈮

問い合わせは　那賀川流域センチュリーラン大会事務局

（スポーツ振興課内☎22−3394・FAX22−4785）へ

e-mail:taiiku@i-tokushima.anan.jp

第28回那賀川流域センチュリーラン

参加者募集

女性の活躍推進に向けて「あなんテレワーク推進センター」が

6 月にオープンしました。毎週楽しいイベントを開催していま

す。

日程　７月５日㈬　星のガーランドを作ってSNSに投稿

　　　７月10日㈪　家で無料でできる！eラーニング

　　　７月19日㈬　クラウドソーシングで仕事をしてみよう！

　　　７月24日㈪　便利なスマホアプリをみんなで使おう！

時間　10:30 ～ 11:30

場所　あなんテレワーク推進センター 

　　　富岡町トノ町24番地21

　　　（牛岐城趾公園管理事務所２階）

対象　市内在住の女性　

定員　各10人程度　

参加費　無料

申込方法　電話、ファクスまたはメールで、氏名、年齢、電話

番号、お子さま連れの場合はお子さまの年齢をご記

入のうえ、お申し込みください。

問い合わせは　あなんテレワーク推進センター

（テレワークひろば☎・FAX24−8009）へ　

　　　　　　　e-mail:anan@child-rin-tokushima.com

※開館日は、月・水・金曜日です。

あなんテレワーク推進センター

イベント情報 !
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阿南市新野町に来て、はや１カ月半。よそから引っ越してきて一番の不安は地域になじめるかどうか。で

も、それは杞憂にすぎませんでした。私が出会った新野町の皆さんは人柄が丸く、右も左もわからない私

に優しく接してくれました。大阪で１人暮らしをしていた頃は、隣に住んでいた人の顔さえ思い浮びませ

んでしたが、まだ少ししか住んでいない新野町の皆さんは何年経っても顔はもちろん人の温もりまでも思

い出せるような気がします。

新野町は第22番札所の平等寺があるので、お遍路さんをよく見かけます。特に最近は外国人お遍路さん

も多く訪れます。外国人お遍路さんが、道が分からずに困っているところをよく見かけます。近くに案内

所や食堂もなく情報が手に入りにくいことが原因です。そこで外国人お遍路さん向けに近くのお店やＡＴ

Ｍ、コインランドリーなどの場所が一目でわかる英語版の地図を作ったり、

町の人も気軽にお遍路さんを助けられるよう声掛けフレーズ集も配布した

りしようと思っています。

最後に、「たけのこニョッキ！！！」（http://anan-aratano.com/）とい

う新野町から情報を発信するホームページを作成しました。今はまだブロ

グ的な運用でしかありませんが、今後は空き家やお仕事の情報などのコン

テンツを増やしていき、新野町へ移住しようと考えてもらえるきっかけづ

くりになれば良いなと思っています。

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
地域おこし協力隊の活動を紹介するコーナー。毎回、隊員が活動内容や地域の魅力を発信します。

蔵本 准平さん（新野地区）

vol. ９

無料アプリを
ダウンロード

⬇

市では、平成23年から市民の皆さんにご利用いただいている『くらし

の便利帳』を改訂し、『暮らしのガイドブック』として㈱サイネックス

と協働発行します。

市役所での手続や窓口案内のほか、自然や観光、特産品など阿南市の魅

力を満載した地域情報、いざというときに役立つ防災・医療情報に加え、

事業所の広告を掲載した“保存版情報誌”です。市内各世帯に１冊ずつ

無料でお配りしますので、ぜひご活用ください。

配布期間　７月10日㈪～８月10日㈭
※８月10日までに届かない場合は、㈱サイネックスまでご連絡ください。

配布方法　各戸の郵便受け（マンション等は集合ポスト等）に配達します。

http://www.scinex.co.jp/wagamachi/ebook/support.html

『阿南市暮らしのガイドブック』電子書籍版

問い合わせは　㈱サイネックス 徳島支店

☎088−623−0530

受付　平日9:00～17:30

阿南市 企画政策課

☎22−3429

受付　平日8:30～17:15

『阿南市暮らしのガイドブック』を発行します

いつでも
持ち歩ける

便利性
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●教育長報告

①各学校からの校長ヒアリングについて

②アカデミック・プログレス・プロジェクト事業選考につ

いて

③こころのプロジェクト「夢の教室」開催について

④「赤ちゃん授業」開催について

⑤園・学校訪問について

●学校評議員の委嘱について（学校教育課）

●学校訪問について（学校教育課）

●阿南市教育研究活動等事業補助金交付要綱の制定につい

て（学校教育課）

●阿南市社会教育委員の委嘱について（生涯学習課）

●阿南市学校給食審議会委員の委嘱について（学校給食

課）

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。

　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

同和問題講演会
日時　７月29日㈯　13:20開会

場所　文化会館１階　ホール

演題　「『寝た子』はネットで起こされる！

　　　～『部落差別解消法』施行と今後の課題」

講師　山口県人権啓発センター　事務局長　川口泰司さん

※託児あり（要申込み：７月20日㈭まで）

※駐車台数が限られていますので、乗り合わせにご協力く

ださい。

問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

B&G財団事業

「砂 ASOBeach in 阿南市」

砂遊びを通じて水に親しみ、B&G指導員と一緒に「海の

日」と「海の安全」を楽しく学んでみませんか。

開催日　８月13日㈰　10:00～15:00（予定）

場所　北の脇海水浴場

内容　大声選手権・水辺のかるた遊び・SUNA-ART

　　　海の日と海の安全に関する情報提供（予定）

問い合わせは　スポーツ振興課（☎22−3394）へ

５月定例会（５月25日開催）で、次の内容に

ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

■展示コーナー　10:00～20:00

※初日は開始時間が12:00、最終日は終了時間が15:00。

○パンフラワー作品展　～２日㈰まで

○曼荼羅アート展　４日㈫～17日㈷

○野球関連グッズ展示（まちかどミュージアム）

　19日㈬～30日㈰

■体験コーナー

○楽しくプリザーブドフラワーアレンジ

９日㈰　13:00～15:00

【申込締切日】７日㈮

【参加費】2,800円　【定員】10人

【持参物】あればはさみ

○ゆらり竹とんぼを作ろう

15日㈯　13:00～15:00

【申込締切日】14日㈮

【参加費】1,000円　【定員】10人

【持参物】なし

光 ７月の催しのまちステーションプラザ

問い合わせは　光のまちステーションプラザ

　　　　　　　（☎24−3141）へ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

○高専野球交流戦　１日㈯

○阿南市高校野球新人交流戦　２日㈰

○壮年夜間大会

　３日㈪、５日㈬、６日㈭、７日㈮、

10日㈪、12日㈬、13日㈭

○県中学総体

　８日㈯、９日㈰、17日㈷、18日㈫、21日㈮

○マスターズ甲子園徳島大会

　15日㈯、29日㈯、30日㈰

○樫原杯中学野球大会　28日㈮、31日㈪

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアム

７月の日程

自分でできるハンドジェルネイル　

目に止まる指先をおしゃれして女子力をアップしよう。

日時　７月７日㈮、14日㈮、28日㈮、８月４日㈮

　　　（全４回）19:00～21:00

場所　勤労青少年ホーム

定員　８人（定員になり次第締切）

参加費　2,500円（材料費）

講師　岡久未央さん

準備品　ハンドタオル、フェイスタオル

おいしいアイスコーヒーの入れ方

ちょっとしたコツでおいしいコーヒーを楽しみましょう。

日時　７月27日㈭　19:00～20:30

場所　ブルースプーン（那賀川町）

定員　12人

参加費　300円（コーヒー土産付き）

講師　ブルースプーン　好岡　祐さん

申込締切日　７月20日㈭

〈共通事項〉

対象　市内に居住または職場を有する35歳までの勤労青少

年（学生を除く）

※当ホーム未登録者は、利用者協議会費1,000円（年会費）

が必要

申込み・問い合わせは　勤労青少年ホーム（☎42−4572）へ

※受付時間は平日13:00～20:00

勤労青少年ホーム

短期講座　受講者募集
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夏休みの催し

日程　〈就学前年長児・小学 1年生〉

７月24日㈪～27日㈭

〈小学２・３年生〉

７月31日㈪～８月３日㈭

〈小学４・５・６年生〉

８月７日㈪～10日㈭

時間　9:30～11:30

※幼・小１は11:00に終了します。

場所　富岡公民館２階　ホール

参加費　無料　

定員　各教室50人程度

　　　※応募者多数の場合は抽選

申込方法　往復はがきの往信面に、①学校

名②学年③児童名（ふりがな）

④性別⑤住所⑥引率者名⑦電話

番号、返信面に①住所②保護者

の氏名を記入のうえ、教育研究

所まで送付してください。

申込締切日　７月14日㈮（当日消印有効）

問 〒774-8501　富岡町トノ町12番地3

　 教育研究所（☎22－3395）へ

夏休み子ども
英語教室

対象　市内在住で、泳ぐことができないま

たは10m程度泳げる小学生（幼児

は対象外）とその親

場所　スポーツ総合センター温水プール

日時　

７月28日㈮　9:30～11:30

　　29日㈯、30日㈰　10:00～11:00

８月 4日㈮、 5日㈯　10:00～11:30

　　  6日㈰　10:00～12:30

参加費　無料　※入泳料（大人500円、子

ども300円）が毎回必要です。

定員　60組（先着）

申込期間　７月21日㈮まで

※受付は平日9:00～17:00

問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

親と子の水泳教室
参加者募集

対象　小・中学生　

場所　阿南図書館３階　視聴覚室

　　　※飲み物は各自で用意してください。

《作成会》　７月23日㈰　9:30～12:00　

持参物　はさみ、のり、筆記用具

申込締切日　７月20日㈭

《名付け会》　８月25日㈮　9:30～15:30

持参物　採集標本、付せん、はさみ、

　　　　筆記用具

※先着順で名付けを行います。

※事前の申込みは不要です。

問 教育研究所（☎22－3395）へ

植物標本作成会
採集標本名付け会

開放期間

８月  5日㈯、  6日㈰　13:00～16:00

　　19日㈯、20日㈰　13:00～16:00

　　26日㈯、27日㈰　  9:00～12:00

場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（大潟町）

利用料金　

カヌー・ヨット１艇　200円／時間

ローボート１艇　300円／時間　など

※準備の都合上、事前にご予約をお願いし

ます。

※天候や潮の状況等により、開催できない

場合もありますのでご了承ください。

問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

カヌー、ヨット
を体験しよう！

開設期間

北の脇海水浴場

　７月１日㈯～８月25日㈮

淡島海水浴場

　７月１日㈯～８月20日㈰

※下記の期間、北の脇海水浴場周辺の交通

規制にご協力ください。

７月15日㈯～８月14日㈪　10：00～16：30

問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

海水浴場オープン

北の脇海水浴場・淡島海水浴場

阿南の夏まつり

７
月
21
日
㈮
▼
23
日
㈰

21日㈮ 17:00～ 開幕パレード（阿南駅前スタート）

 18:30～ 開幕セレモニー（阿南市役所前）

 18:45～ 阿波踊り大会（阿南市役所前ほか）

22日㈯ 18:30～ 阿波踊り大会（阿南市役所前ほか）

23日㈰ 20:00～ 花火大会（浜の浦公園）

※会場周辺で、小型無人機「ドローン」等の飛行は自粛してください。

問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

通行止め　18:30～22:30（踊り時）

7月21日㈮～23日㈰

通行止め　19:30～21:30（花火時）

市役所

富
岡
橋

桑野川

市内小学生を対象に、主任児童委員が主催

する「夏休みクッキー教室」を次のとおり

行います。

日時　８月６日㈰　9:15～12:30

場所　ひまわり会館３階　グルメルーム

持参物　エプロン、三角巾、ハンカチ、

　　　　マスク、水筒

募集人員　市内小学生50人（先着順）

申込方法　はがきに①名前（ふりがな）②性

別③学年④住所⑤電話番号を記

入のうえ、お申し込みください。

（電話でのお申し込みはできま

せん）

申込締切日　７月13日㈭（当日消印有効）

※当日は、保護者の方が必ず送迎してください。

問 主任児童委員　程野

（☎090－4509－8884）へ

夏休み子ども
クッキー教室

◆那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センタープール（平島

小学校西側）※乳幼児用プールはありません。

開放期間　７月22日㈯～８月31日㈭　

開放時間　平日　13:00～16:00

　　　　　土、日、祝日　9:00～16:00

休館日　毎週月曜日

※ただし、月曜日が祝日の場合は翌平日

利用料金　小・中学生200円、

　　　　　高校生以上300円

※就学前の幼児は無料ですが、付き添いの

方は料金が必要です。

※団体等で利用される場合は、事前にお問

い合わせください。

※天候やイベントの実施などの都合により、

開放時間等が変更になる場合があります。

◆親と子の水泳教室開催に伴う、サンアリ

ーナ温水プールの一般開放時間の変更

変更日時

７月28日㈮、８月４日㈮、５日㈯、６日

㈰は12:00～21:00へ

７月29日㈯、30日㈰は11:30～21:00へ

問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

プールを
ご利用ください
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実　　　　施　　　　機　　　　関 検 診 結 果

市内医療機関（阿南共栄病院は未実施です。）
医療機関の医師に結果を
聞きに出向いてください。

阿南中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、王子製紙㈱富岡診療所、
健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、原田病院、板東医院、廣瀬医院、
益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、宮本病院、村上内科外科医院
※阿南中央病院は金曜日の午前に実施。要予約（☎23−6303）

保健センターから個人通
知します。（結果通知は、
１カ月以上かかることが
あります。）

阿南共栄病院、和田胃腸科内科医院
※阿南共栄病院および和田胃腸科内科医院は完全予約制です。医療機関へ予約する前に、

必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、問診票を取りに来てください。

医療機関から
個人通知します。

市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い

合わせください。医療機関へ予約する前に、保健センターへがん検診の受診券を持参し、

問診票を取りに来てください。

天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、
森本内科胃腸科

阿南共栄病院、阿南中央病院
※阿南共栄病院は月曜日～金曜日の午前に実施。要予約（☎44−3131）

※阿南中央病院は火曜日と金曜日に実施。要予約（☎23−6303）

定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い合わせください。

医療機関へ予約する前に、保健センターへがん検診の受診券を持参し、問診票を取りに来てください。

阿南共栄病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
※阿南共栄病院は平日（火曜日の午後と金曜日の午後を除く）に実施。要予約（☎ 44−3131）

定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い合わせください。

医療機関へ予約する前に、保健センターへがん検診の受診券を持参し、問診票を取りに来てください。

市内医療機関（広報あなん10月号に掲載）
医療機関の医師に結果を
聞きに出向いてください。

問い合わせは

保健センター
（ひまわり会館１階）
富岡町北通33番地1
（☎22－1590）へ

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

健
康
を
守
る
た
め

が
ん
検
診

平成29年度
※医療機関で行う検診です。（診療時間内）各医療機関で受診する

がん検診に持っていくもの

▲

が
ん
検
診
の
受
診
券
で
す

「がん検診無料クーポン券・ＨＰＶ検査無料受診券」をご利用ください。

対象者は、平成28年４月２日～平成29年４月1日の間に下記の年齢に達した方

20歳の女性：子宮頸がん検診　　　　　30・35・40歳の女性：ＨＰＶ検査　

40歳の女性：乳がん検診
　

※検査方法等くわしくは無料受診券（６月末に届く）をご参照ください。　

保存版

検診の内容と自己負担金額

検診の内容 各医療機関 集　　団
医療機関及び集団で

検診料が無料になる方

受

血液検査
1,000円 600円

●生活保護世帯
●市民税非課税世帯

1,000円
高齢受給者、後期高齢者500円

1,000円
高齢受給者、後期高齢者500円

●生活保護世帯

バリウム検査（１年に１回）
2,900円 900円

●阿南市国民健康保険加入者
●高齢受給者
●後期高齢者医療制度加入者
●生活保護世帯
●市民税非課税世帯

バリウム検査か胃カメラ
バリウム検査（１年に１回）

胃カメラ検査（２年に１回） 4,100円

胸部Ｘ線検査
痰の細胞診検査（必要な方）

Ｘ　　　線　200円
喀痰該当者　500円

便潜血反応 1,100円 500円

Ｘ線検査（腕部） 800円

視診・内診・子宮頸部の細胞診 無料 無料 ●対象者の方すべて
（阿南市国民健康保険加入者の方
は必ず保険証をご持参ください。）視触診とマンモグラフィ（Ｘ線）の

併用検診
無料 無料

（マンモグラフィのみの検診です。）

歯と歯ぐきの隙間の深さを測る検査 無料 ●対象者の方すべて

Ｘ線を使用した検診については妊婦・妊娠していると思われる方はご遠慮ください。
検診料が無料になる方は、健康保険被保険者証及び受給者証をお持ちください。（市民税非課税世帯及び生活保護世帯の方はお申し出ください。）
がん検診等の結果については、阿南市の保健事業に有効利用する以外には使用しませんのでご了承ください。

自己負担額は県下でも非常に安価です。
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検診項目 実施時期

肝炎ウイルス
（Ｂ型・Ｃ型） ７月～９月 市内医療機関（阿南共栄病院は未実施です。
前立腺がん

胃がん

バリウム

検査
７月～９月

阿南中央病院、
健生阿南診療所
益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、宮本病院、村上内科外科医院
※阿南中央病院は金曜日の午前に実施。要予約（☎23−6303）

胃カメラ

検査
７月～12月

市内  阿南共栄病院、和田胃腸科内科医院
※阿南共栄病院および和田胃腸科内科医院は完全予約制です。医療機関へ予約する前に、

必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、問診票を取りに来てください。

市外  市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い

合わせください

問診票を取りに来てください。

乳がん
（2 年に１回）

７月～９月
天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、
森本内科胃腸科

７月～

平成30年３月

阿南共栄病院、阿南中央病院
※阿南共栄病院は月曜日～金曜日の午前に実施。要予約（☎44−3131）

※阿南中央病院は火曜日と金曜日に実施。要予約（☎23−6303）

市外の指定

医療機関へ予約する前に、

子宮頸がん
（2 年に１回）

７月～

平成30年３月

阿南共栄病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
※阿南共栄病院は平日

市外の指定

医療機関へ予約する前に、

大腸がん
10月２日～
12月15日

市内医療機関（広報あなん10月号に掲載）

２. 集団検診で受診する ※検診結果は約1カ月後
に郵送されます。

①各公共施設

午　前 午　後

受付時間

《乳がん検診のみ要予約》

保健センターへご予約ください。

（☎22－1590）

乳
が
ん
（
30
人
）

骨
粗
し
ょ
う
症

乳
が
ん
（
40
人
）

骨
粗
し
ょ
う
症

子
宮
頸
が
ん日にち 実施場所

８月  9日㈬ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○

午前の検診

9:00～10:00

午後の検診

13:00～14:30

８月19日㈯ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
９月27日㈬ ひまわり会館　 ○ ○ ○ ○ ╳
10月24日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
11月  7日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
11月19日㈰ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
12月  6日㈬ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
12月17日㈰ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○

平成30年１月30日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳

③婦人がん検診

1. 各医療機関で受診する

《要予約》

各検診日の２週間前までに

総合健診センターへご予約ください。

（☎088－678－3557）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前

立

腺

が

ん

（

バ

リ

ウ

ム

）

胃

が

ん

肺

が

ん

大

腸

が

ん

歯

周

病

特

定

健

診

受 付 時 間

日にち 実施場所
７月28日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○

8:00～11:00

８月18日㈮ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
８月29日㈫ 椿泊漁協 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
９月  5日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月26日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10月  7日㈯ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
10月28日㈯ 橘公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
11月18日㈯ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
11月28日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月19日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成30年
1月23日㈫

ひまわり会館 ╳ ╳ ○ ○ ○ ╳ ╳ 8:00～11:00
宝田公民館 ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 13:00～14:00
長生公民館 ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 15:00～16:00

2月27日㈫
ひまわり会館 ╳ ╳ ○ ○ ○ ╳ ╳ 8:00～11:00
津乃峰総合センター（津乃峰分館） ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 13:00～14:00
新野公民館 ╳ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ╳ 15:00～16:00

検診の受付は予約者が優先されます。予約した方には各検診日の１週間前までに各種問

診票、採便容器が自宅に届きます。大腸がん検診は電話で予約した方のみです。なお、

下記の検診日以外は採便容器の提出はできません。

当日受診者多数の場合、がん検診につき

ましては、お断りすることがありますの

でご了承ください。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

（
バ
リ
ウ
ム
）

胃

が

ん

肺

が

ん

特

定

健

診

受付時間

日にち 実施場所
７月10日㈪ ＪＡあなん北部支店 ○ ○ ○ ○ ○

8:30～9:30

７月21日㈮ 那賀川公民館 ○ ○ ○ ○ ○
８月  7日㈪ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
８月21日㈪ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
10月  2日㈪ アグリあなん ○ ○ ○ ○ ○
10月23日㈪ ＪＡあなん南部支店 ○ ○ ○ ○ ○
10月30日㈪ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ ○
11月  6日㈪ ＪＡあなん阿南支店 ○ ○ ○ ○ ○
11月13日㈪ ＪＡあなん新野支店 ○ ○ ○ ○ ○
12月11日㈪ ＪＡあなん北部支店 ○ ○ ○ ○ ○
12月15日㈮ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
12月18日㈪ ＪＡあなん椿事業所 ○ ○ ○ ○ ○

②ＪＡ各支店等 ※ＪＡ各支店での検診は、混雑する可能性があります。 ３. がん検診に持っていくもの

① がん検診の受診券

 （６月末に対象の方に届く赤いはがき）

② 健康保険等被保険者証

③ 自己負担金

④ 健康手帳 （持っている方）

４. 検診の内容と自己負担金額

検診項目 対 象 者

肝炎ウイルス検診
（Ｂ型・Ｃ型）

40歳以上で今まで受
けていない方

前立腺がん検診 55歳以上の男性

胃がん検診
※検査前日の21:00時以降
は飲食はやめてください。
※胃カメラは胃の治療中の
人は受けられません。

40歳以上49歳まで

50歳以上
バリウム検査か胃カメラ
検査が選択できます。

肺がん検診 40歳以上

大腸がん検診 40歳以上

骨粗しょう症検診 20歳以上の女性

子宮頸がん検診
20歳以上の女性、
２年に１回

乳がん検診
40歳以上の女性、
２年に１回

歯周病検診 40歳以上

Ｘ線を使用した検診については妊婦・妊娠していると思われる方はご遠慮ください。
検診料が無料になる方は、健康保険被保険者証及び受給者証をお持ちください。
がん検診等の結果については、阿南市の保健事業に有効利用する以外には使用しませんのでご了承ください。

《要予約》
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新
庁
舎
完
成
に
伴
う　
　
　
　

 

市
民
サ
ー
ビ
ス
体
制

　

４
月
23
日
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
約

５
０
０
人
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
盛

大
に
新
庁
舎
の
落
成
式
典
を
挙
行
す
る
と
と

も
に
、
連
休
明
け
の
５
月
８
日
か
ら
全
館
で

の
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
仮
庁
舎
で
の
窓
口
業
務

の
分
散
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
新
庁

舎
完
成
を
機
に
、
改
め
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
と
し
て
は
、
１
階
、
２
階
の
開

放
的
な
フ
ロ
ア
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
門
を

集
約
し
て
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
採
用

す
る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
窓
口
を
隣
接
し

て
配
置
す
る
な
ど
、
移
動
に
よ
る
負
担
に
配

慮
し
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
利
用
し
や
す
い

窓
口
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
申
請
件
数
の
多
い
証
明
発
行

業
務
を
集
約
し
、
市
民
生
活
課
に
証
明
発
行

専
用
窓
口
を
設
け
、
税
務
証
明
の
一
部
も
発

行
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
続
き
に
要
す
る
時
間
が
短
い
窓

口
に
は
ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
を
、
比
較
的
時
間

を
要
す
る
窓
口
に
は
、
い
す
に
座
っ
て
手
続

を
し
て
い
た
だ
け
る
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
を
配

置
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
仕
切
り

の
あ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
各
業

務
の
実
情
に
応
じ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ソ
フ
ト
面
と
し
て
は
、
職
員
の
接

遇
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
加
え
、
専
任

の
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。

窓
口
ま
で
の
ご
案
内
や
、
申
請
書
等
の
記
入

補
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
来
庁
さ
れ
た
方

が
、
迷
わ
ず
ス
ム
ー
ズ
に
目
的
の
窓
口
に
行

き
、
用
事
を
済
ま
せ
、
気
持
ち
よ
く
帰
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
「
お
も
て
な
し
」
の
心
を

持
っ
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
、
職
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
目
線
に
立
っ

て
、
適
宜
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
検
証
、
見
直

し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
名
実
と
も
に
「
市

民
の
役
に
立
つ
と
こ
ろ
、
市
役
所
」
の
構
築

に
向
け
、
改
善
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向

け
て
の
進
捗
状
況

　

阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
徳
島
県

厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ
徳
島
厚

生
連
）
は
、
阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

発
注
の
た
め
に
、
入
札
な
ど
の
諸
手
続
き
等

を
進
め
、
３
月
28
日
、
指
名
競
争
入
札
で
請

負
業
者
が
決
定
し
、
５
月
１
日
に
起
工
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
病
棟
の
完
成
は
、

平
成
30
年
12
月
末
ま
で
の
工
期
と
し
、
既
存

棟
の
改
修
工
事
や
医
療
機
器
な
ど
の
移
動
等

で
、
全
体
の
工
期
は
平
成
31
年
３
月
末
と
し

て
い
ま
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
の
概
要
で
す
が
、

現
阿
南
中
央
病
院
の
東
側
に
建
設
さ
れ
る
新

病
棟
は
、
免
震
構
造
の
鉄
骨
造
り
６
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
約
１
万
６
６
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
。
ま
た
、
現
阿
南
中
央
病
院
は
外
来
診
療

室
や
病
棟
等
の
一
部
に
つ
い
て
改
修
工
事
を

行
い
、
新
病
棟
と
連
結
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
多
額
の
補
助
金
を
交
付

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
24
時
間
３
６
５
日
の
二
次
救
急
医
療

体
制
の
堅
持
と
産
科
・
小
児
科
医
療
体
制
の

充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
お
よ
び
開
院
後
の

新
た
な
協
議
機
関
の
設
置
な
ど
を
明
記
し
た

「
協
定
書
」
も
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
と
締
結
し

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
医
療
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け

て
支
援
・
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
命
と
健
康
を
守
り
、
信
頼
さ
れ
魅
力
あ

る
新
病
院
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
の
提
言
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

阿
南
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
セ
ン
タ

ー
の
整
備
に
伴
い
、
本
市
が
医
療
セ
ン
タ
ー

正
面
の
市
道
を
挟
ん
で
南
側
の
用
地
に
建
設

し
、
阿
南
市
医
師
会
会
員
の
災
害
時
活
動
拠

点
や
、
一
次
救
急
医
療
を
担
う
「
夜
間
・
休

日
診
療
所
」
お
よ
び
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
を

集
約
し
た
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
施
設
概
要
は
、

鉄
骨
造
り
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
１
２

６
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
１
階
に
は
保
健
セ
ン

タ
ー
事
務
室
、
診
療
所
お
よ
び
会
議
室
な
ど

を
、
２
階
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
成
人
ま
で

の
健
診
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
や
個
別
面
接
室
な

ど
を
配
置
し
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
の
複
合
施
設
と
し
て
、

ま
た
、
夜
間
・
休
日
診
療
所
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
二
次
救
急
医
療
を
担
う
医
療
セ

ン
タ
ー
の
医
師
等
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

に
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　
６
月
議
会
が
６
月
８
日
か
ら
27
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り
所
信

が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

６
月
定
例
市
議
会 
市
長
所
信

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会
会
議
録

は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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国
直
轄
の
河
川
お
よ
び
道
路
事
業

　

本
市
に
係
る
本
年
度
の
河
川
事
業
予
算
と

し
て
は
、
加
茂
地
区
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊

急
事
業
費
に
約
13
億
円
、
長
安
口
ダ
ム
の
改

造
事
業
費
に
約
66
億
円
、
桑
野
川
河
口
部
の

地
震
・
津
波
対
策
な
ど
河
川
改
修
事
業
費
と

し
て
約
４
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
事
業
予
算
と
し
て
は
、
四
国

横
断
自
動
車
道
「
阿
南
・
徳
島
東
間
」
に
昨

年
度
の
約
１
・
７
倍
と
な
る
約
91
億
円
、
阿

南
安
芸
自
動
車
道
「
桑
野
道
路
」
お
よ
び

「
福
井
道
路
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約

４
億
円
、
ま
た
一
般
国
道
55
号
「
阿
南
道

路
」
の
４
車
線
化
に
約
13
億
円
の
配
分
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
、
四
国
全
体
の
国
土
交

通
省
直
轄
事
業
予
算
の
約
15
パ
ー
セ
ン
ト
が

本
市
の
直
轄
事
業
に
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
官
民
協
働
の
地
域
振
興
組
織

で
あ
る
「
那
賀
川
渇
水
対
策
協
議
会
」
や

「
阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
」
が
、
長
年
に
わ
た
り
国
等
へ
の
強
い

要
望
活
動
を
重
ね
た
大
き
な
成
果
で
す
。

　

国
が
行
う
河
川
事
業
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ

の
巨
大
地
震
や
津
波
、
あ
る
い
は
台
風
や
豪

雨
の
自
然
災
害
に
備
え
、
人
命
・
財
産
の
安

全
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
道
路
事
業
で
は
、

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
整
備
に
よ

り
、
「
ひ
と
・
も
の
」
の
交
流
が
促
進
さ
れ

る
「
活
力
の
道
」
と
な
り
、
災
害
時
の
緊
急

輸
送
道
路
や
救
急
医
療
な
ど
の
「
命
の
道
」

と
な
る
べ
く
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
阿
南
市
中
央
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
」
の
建
設

　

本
市
に
は
、
１
市
２
町
の
合
併
に
よ
り
、

現
在
、
８
カ
所
の
学
校
給
食
施
設
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
見
能
林
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
、
羽
ノ
浦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
羽
ノ

浦
中
学
校
給
食
室
お
よ
び
富
岡
小
学
校
給
食

室
の
４
施
設
に
つ
い
て
は
老
朽
化
が
著
し
く
、

ま
た
、
那
賀
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
建

築
時
期
は
比
較
的
新
し
い
も
の
の
、
設
備
機

器
の
故
障
が
多
発
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
老
朽
施
設
解
消
と

合
併
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
中
央
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
市
内
の
学
校
給
食
施

設
を
、
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
南
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
中
央
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
３
セ
ン
タ
ー
に
統
廃
合
し
ま
す
。

　

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
よ
り
、

耐
震
化
・
老
朽
化
対
策
を
促
進
し
、
耐
震
化

率
の
向
上
、
衛
生
基
準
に
対
応
し
た
食
の
安

全
化
、
調
理
業
務
内
容
に
よ
る
適
正
な
人
員

の
配
置
と
効
率
化
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
等
に
は
、
炊
飯
施
設
を
稼
働

で
き
る
自
家
発
電
設
備
を
備
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
炊
き
出
し
等
に
も
迅
速
な
対
応
が
可

能
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

建
設
概
要
は
、
阿
南
中
学
校
西
側
の
土
地

に
、
鉄
骨
造
り
一
部
２
階
建
て
の
施
設
を
建

設
し
、
床
面
積
は
２
８
６
５
平
方
メ
ー
ト
ル
、

調
理
能
力
・
炊
飯
能
力
と
も
に
実
能
力
４
０

０
０
食
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
入
札
お
よ
び
仮
契
約
等
を
完
了
し
、

本
年
12
月
議
会
で
契
約
締
結
の
ご
承
認
を
い

た
だ
い
た
後
、
排
水
施
設
の
建
設
に
取
り
掛

か
り
、
次
年
度
か
ら
は
本
体
工
事
に
着
手
し
、

平
成
30
年
度
内
の
完
成
と
平
成
31
年
９
月
か

ら
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

南
阿
波
定
住
自
立
圏
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
９
月
に
策
定
し
た
「
南
阿
波
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ
り
、
４
月

か
ら
阿
南
市
・
那
賀
町
・
美
波
町
・
牟
岐

町
・
海
陽
町
の
１
市
４
町
を
枠
組
と
し
た
新

た
な
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
既
に
実

施
中
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
従
来
か
ら

の
図
書
館
や
火
葬
場
等
の
公
共
施
設
の
相
互

利
用
等
の
拡
大
に
加
え
、
４
月
に
行
わ
れ
た

西
日
本
生
涯
還
暦
野
球
大
会
で
は
、
新
た
に

海
陽
町
の
蛇
王
運
動
公
園
野
球
場
を
会
場
の

一
つ
に
加
え
て
開
催
し
た
ほ
か
、
５
月
に
開

講
し
た
平
成
29
年
度
成
人
大
学
の
第
１
回
講

座
で
は
、
牟
岐
町
の
福
井
雅
彦
町
長
に
ご
講

演
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
早
く
も
連
携
の
成

果
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

中
心
市
で
あ
る
本
市
は
、
今
後
予
定
さ
れ

て
い
る
取
組
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
と
と

も
に
、
新
た
に
設
定
さ
れ
た
成
果
指
標
の
達

成
状
況
等
か
ら
取
組
成
果
の
把
握
、
検
証
に

努
め
、
圏
域
全
体
の
牽
引
役
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

羽
ノ
浦
図
書
館
が
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
賞

　

羽
ノ
浦
図
書
館
が
、
「
平
成
29
年
度
子
供

の
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
」
に
選
ば
れ
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
羽
ノ
浦
図
書
館
が
開
館
以

来
21
年
間
に
わ
た
り
、
毎
週
実
施
し
て
き
た

「
お
は
な
し
会
」
な
ど
で
地
域
の
子
ど
も
と

本
と
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
「
阿
南
市

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
第
二
次
推

進
計
画
を
策
定
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
豊

か
な
心
を
育
み
、
生
涯
に
わ
た
り
自
ら
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
力
を
養
う
た
め
、
市
民
総
ぐ

る
み
で
、
子
ど
も
が
自
主
的
に
読
書
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
図
っ

て
い
て
、
今
回
の
受
賞
は
、
そ
の
推
進
の
大

き
な
弾
み
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
は
、
平

成
18
年
度
は
那
賀
川
図
書
館
、
平
成
21
年
度

に
は
阿
南
図
書
館
が
受
賞
し
て
い
て
、
今
回

の
羽
ノ
浦
図
書
館
の
受
賞
に
よ
り
、
阿
南
市

の
す
べ
て
の
図
書
館
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
結
果
を
糧
と
し
な
が
ら
、

３
図
書
館
が
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
発
揮
し
連

携
を
密
に
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
す
べ
て
の
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
、
本
市
の
め
ざ
す
「
ひ
と
、
ま
ち
、

心
を
つ
な
ぐ
笑
顔
の
光
流
都
市
」
の
実
現
に

貢
献
で
き
る
図
書
館
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
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「ＪＡ全農ＷＣＢＦ（一般財団法人

世界少年野球推進財団）少年野球教

室」が、５月20日にＪＡアグリあ

なんスタジアムで開催され、市内外

から12チーム、207人が参加し、元

プロ野球選手から技術指導を受けま

した。本事業は、子どもや指導者に

正しい野球知識を身に付けてもらお

うとＷＣＢＦが主催。指導には、西

崎幸広さん（元日本ハム）や里崎智

也さん（元ロッテ）、緒方耕一さん（元

巨人）、鈴木尚広さん（元巨人）が

あたりました。投手の部を担当した

西崎幸広さんは、ピッチングフォー

ムを示しながら、正確に速く投げる

憧れの選手から指導

少年野球教室が開催

県下住宅デーにあわせて、徳島県建設労働組合阿南支部23人が、

５月21日に見能林小学校で修繕活動を行いました。本活動はき

れいな学校で児童に学んでほしいと７年前からボランティアで行

っているもの。参加者は教室の床の張り替えや窓の修復、遊具の

塗装など痛み劣化している箇所を丁寧に修繕していました。同支

部長の吉岡孝男さん（67歳・津乃峰町）は、「これからも地域の

役に立つ活動を行いたいです」と意気込んでいました。

徳島建労阿南支部　ボランティアで修繕活動

「野球のまち阿南推進協議会」の総会が５月23日にひまわり会館

で開かれ、本市出身の河内志郎さん（72歳・小松島市）に感謝

状が贈られました。河内さんは、長年モンゴル国との野球交流を

支援し、国を超えた交流に多大な貢献をされました。なお、野球

のまち阿南を構想し10年目を迎えた総会では、モンゴル国少年

野球チームを招待する「少年野球全国大会」（７月20日～24日）

など今年度の25事業が承認されました。

河内志郎さんに感謝状　野球のまち阿南総会

働く場所や時間にとらわれないＩＣＴ（インターネットなどを利用した情報・

通信技術）を活用したテレワークを普及するため、「あなんテレワーク推進

センター」を６月２日に開設しました。センター内には、会員が自由に使用

できるパソコンなどを備えたコワーキングスペースやキッズスペースを設置

しています。また、スタッフが常駐し、随時相談を受け付けるとともに、イ

ベントやワークショップ、養成講座を開催する予定です。

ＩＣＴを活用「あなんテレワーク推進センター」開設

阿南市や地域の出来事を

いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。

http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

方法を具体的にアドバイス。参加者は、熱心に野球技術の習得に取り組んでいました。富岡スワローズの

藤原琥太郎さん（11歳）は、「憧れの選手に教えてもらえてよかったです。たくさん練習して、野球がう

まくなりたいです」と話していました。
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屋根からの日射負荷を遮り、屋上緑化

で省CO2を図っている新庁舎屋上庭園

で、サツマイモの苗植え体験が、５月

18日に開催されました。富岡保育所

と富岡幼稚園の園児（５歳児）約50

人が参加し、合計1,200本の苗を植え

ました。なお、日頃の水やりは自動潅

水装置で行い、11月に収穫祭を実施

する予定です。富岡幼稚園の鎌田朔久

くん（５歳）は、「みんなでたくさん

の苗を植えました。秋のお芋掘りが楽

しみです」と話していました。

新庁舎屋上庭園

園児が苗植え体験

遍路道の整備に役立ててほしいと、

富岡小学校教頭の島村　孝さん

（56歳）ほか２人から阿南市に自

主製作ＣＤの収益金５万円が寄付

されました。このＣＤは、島村さ

んが四国遍路をテーマに作詞し、

徳島市の２人組バンド「ｇ
ガ ム

ｕＭ」

の長田太一さん（48歳）と秋山

裕香さん（29歳）が作曲･歌を手

がけたもの。５月31日に行われ

た目録贈呈式では生演奏で曲が披

露されました。

ウオーキングイベント「阿千田峠

の古道を歩こう」が５月21日に

開催され、約80人が参加しまし

た（阿南武道親交会主催）。コー

スは、岩脇小学校から阿千田峠を

越えて立江町までの往復約２㎞。

阿千田峠を訪れるのは初めてとい

う人も多く、峠の清掃活動に取り

組んでいる「あせんだ峠の会」の

皆さんの道案内で、竹林の景色を

楽しみながら歩き、爽やかな汗を

流しました。

阿南市と高知県室戸市、安芸市の

３市が県境を越えて連携し、広域

的な地域・観光振興に取り組むＡ

ＭＡ地域連携推進協議会の総会が

５月31日に市内ホテルで開催さ

れ、関係者約50人が出席しまし

た。総会では、今年で10年目と

なる協議会の活動について、ＡＭ

Ａ３市の観光地や食を中心とした

ＰＲ活動を行い、全国から四国東

南部への観光客誘客を図ることを

確認しました。

遍路道整備のため

自主製作ＣＤ収益金を寄付

昔日の土佐街道をゆく

阿千田峠でウオーキング

ＡＭＡ10周年

四国東南部の魅力を発信

本市と特定非営利活動法人アムダは、「大規模災害時にお

ける医療救護活動に関する協定」を締結しました。本協定

の内容は、阿南市内で大規模災害が発生した際に、市から

アムダに医療救護班の派遣要請を行い、要請に応じて医療

救護班を派遣してもらい、阿南市医師会と協力し医療救護

所などで傷病者の応急措置および医療活動を行うことなど

です。５月30日の調印式では、ＡＭＤＡグループ代表の

菅波　茂さんは、「災害時には、協定に基づきできるかぎ

りの医療活動を行います」とあいさつされました。

大規模災害時

医療救護活動に関する協定を締結
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あなんカルチャー

サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

（
有
料
・
要
申
込
）

　

３
日
間
か
け
て
、
実
験
や
工
作
、
昆
虫
や
植

物
の
標
本
作
り
を
行
い
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題

に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
な
お
、
２
日
目
、
３
日

目
は
希
望
に
よ
り
植
物
・
昆
虫
の
２
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
活
動
し
ま
す
。

日
程　

【
植
物
・
昆
虫
コ
ー
ス
共
通
】
７
月
29

日
㈯
、
30
日
㈰
【
昆
虫
コ
ー
ス
３
日
目
】
８
月

19
日
㈯
【
植
物
コ
ー
ス
３
日
目
】
８
月
20
日
㈰

そ
れ
ぞ
れ
午
前
９
時
～
午
後
４
時

対
象　

３
日
間
と
も
参
加
で
き
る
小
学
３
年
～

中
学
生

定
員　

50
人

参
加
料　

【
植
物
コ
ー
ス
】
２
０
０
０
円

　
　
　
　

【
昆
虫
コ
ー
ス
】
２
５
０
０
円

参
加
方
法　

市
内
小
中
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ

れ
る
所
定
の
申
込
書
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み
。
な
お
、
募
集
は
７
月
１
日
㈯
か

ら
開
始
し
、
先
着
順
で
受
付
、
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り
。
（
最
終
締
め
切
り
７
月
21
日
㈮

必
着
）

なじみ深い日本古典「竹取

物語」。

物語のために作曲された音

楽をハープとファゴットの

しらべに乗せ、朗読ととも

にお届けします。

ヨーロッパ各地で好評を博

した松岡貴史作曲「竹取物

語」日本初演です。

　

日時　７月30日㈰　13:30開演（開場13:00）

場所　コスモホール（情報文化センター）

朗読　松岡貴史

演奏　松村衣里（ハープ）

　　　中川日出鷹（ファゴット）　　　

入場料　全席自由

　　　　一般　前売り2,000円（当日2,500円）

　　　　学生　前売り・当日　1,500円

※未就学児の入場はご遠慮ください。

※無料託児室を開設します。（10カ月～８歳まで）ご

希望の方は１週間前までにお申し込みください。（託

児申込受付☎23－5599）

チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、黒

崎楽器（阿南店）、平惣書店ほか

問い合わせは　文化会館「竹取物語」係

（☎23－5599）へ

■ 音楽絵巻　竹取物語

阿南市では「阿南市ウミガメ保護条例」に基づき、ウ

ミガメ保護に努めています。また、阿南市内の海岸に

上陸するウミガメの頭数調査を毎年実施しています。

ウミガメの上陸または足跡が確認された場合は、文化

振興課までご連絡ください。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ ウミガメ上陸に関するお願い

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

陽射しあふれるホワイエで、土曜の午後のひと時を

音楽とお茶でおくつろぎください。

日時　７月８日㈯　14:00開演

場所　文化会館　ホワイエ

出演者　遠藤綾子、多田英治

曲目　六段の調、百花譜ほか

入場料　500円（ワンドリンク付き）

※電話予約可能。

※小学生未満は入場無料です。　

※仲良しチケット（２人以上：１人につき400円は前

売りのみの取扱いです）

問い合わせは　文化会館「ホワイエコンサート」係

（☎23－5599）へ

■ ホワイエコンサート～薫る箏の音～

北條民雄文学賞受賞作品集を、市内図書館、公民館、

県立図書館、県内の市町村の図書館、県民サービスセ

ンター（県庁１階）、県立文学書道館で読むことがで

きます。また、購入希望の方は１冊500円で販売しま

すので、文化振興課へお越しください。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 北條民雄文学賞受賞作品集について
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デ
ジ
カ
メ
で
土
星
を
撮
ろ
う

（
有
料
・
要
申
込
）

　

天
文
館
の
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
美
し
い

土
星
を
撮
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

７
月
23
日
㈰　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

30
分

対
象　

デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
で
、
カ
メ
ラ
の
基

本
操
作
が
で
き
る
方

定
員　

30
人
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

参
加
料　

大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
。
７
月
１
日
㈯
よ
り
受
付
開
始
。

※
参
加
さ
れ
る
際
に
は
、
デ
ジ
カ
メ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
（
携
帯
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
不

可
）

夏
休
み
星
空
教
室
（
有
料
・
要
申
込
）

　

星
座
早
見
盤
を
作
り
、
夏
の
大
三
角
を
観
察

し
ま
す
。
小
学
４
年
で
学
習
す
る
内
容
に
あ
わ

せ
て
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月
４
日
㈮
、
20
日
㈰　

午
後
７
時
～

９
時
30
分

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

定
員　

そ
れ
ぞ
れ
親
子
20
組
40
人
（
定
員
に
達

し
次
第
締
切
）

参
加
料　

２
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
法　

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
み
。
（
７
月
21
日
㈮
よ
り
受
付
開
始
）

問
い
合
わ
せ
は　

科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

７
月
の
休
館
日　

３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
18
日
㈫
、
24
日
㈪
、

31
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　

湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札
（
十
七
）

藩
札
目
付
等
の
解
任

　

明
治
新
政
府
の
成
立
に
よ
っ
て
旧
幕
時

代
の
地
方
役
人
は
解
任
さ
れ
た
。
明
治
四

（
一
八
七
一
）
年
三
月
の
布
告
に
よ
る
と

次
の
役
職
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

　

大
庄
屋
、
同
御
用
代
・
与
頭
、
同
助
役

御
用
代
・
庄
屋
、
同
助
役
御
用
代
・
年
寄
、

同
御
用
代
・
郷
目
付
、
五
人
与
、
御
年
貢

取
立
役
、
空
地
下
調
役
、
砂
糖
並
銀
立
役
、

銀
札
目
付
。

　

阿
波
で
は
大
庄
屋
を
与
頭
庄
屋
と
い
う
。

与
頭
庄
屋
の
下
に
若
干
人
の
庄
屋
（
肝
煎
）

が
置
か
れ
た
。
庄
屋
は
御
蔵
地
（
藩
直
轄

地
）
、
肝
煎
は
藩
士
の
所
領
に
置
か
れ
た
。

庄
屋
・
肝
煎
の
身
分
は
百
姓
で
あ
る
。

㈠　

庄
屋
（
肝
煎
）
の
下
に
「
五
人
与
」

が
置
か
れ
た
。
五
人
与
と
あ
る
が
、
二
、

三
人
の
場
合
が
多
い
。
庄
屋
を
補
佐
し
た

五
人
与
と
別
に
五
人
組
が
あ
る
。

㈡　

「
五
人
組
」
は
隣
保
制
度
で
あ
り
数

人
の
百
姓
を
一
組
と
し
、
納
税
、
治
安
等
、

生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
連
帯
責
任
と
し
た
。

行
政
組
織
の
最
下
単
位
で
、
互
い
を
監
視

さ
せ
る
面
が
強
い
。
庄
屋
の
中
で
名
字
の

な
い
者
も
い
た
。
幕
末
に
な
る
と
庄
屋
・

肝
煎
に
名
字
を
許
さ
れ
る
者
が
多
く
な
っ

た
。
一
方
、
藩
の
収
入
増
の
た
め
献
金
に

よ
り
庄
屋
の
み
な
ら
ず
百
姓
・
町
人
に
も

名
字
・
帯
刀
を
許
し
た
。

　

徳
島
藩
で
は
享
保
十
五
（
一
七
三
〇
）

年
十
一
月
十
九
日
、
金
銀
銭
の
外
藩
札
の

使
用
を
命
じ
た
。
し
か
し
、
藩
札
が
普
及

す
る
ま
で
銀
五
匁
以
下
で
は
銀
貨
に
藩
札

を
混
用
し
て
も
よ
い
と
し
た
。
十
二
月
一

日
以
降
は
原
則
と
し
て
藩
札
使
用
を
命
じ

た
。
が
、
札
遣
い
を
一
挙
に
実
施
す
る
と

混
乱
が
生
じ
る
の
で
経
過
措
置
を
講
じ
た
。

つ
ま
り
、
十
一
月
い
っ
ぱ
い
、
五
匁
ま
で

の
支
払
い
に
限
り
銀
銭
貨
と
藩
札
を
混
用

す
る
こ
と
を
認
め
た
。

　

な
お
、
十
二
月
一
日
か
ら
当
分
の
間
、

一
匁
以
下
の
支
払
い
に
つ
い
て
藩
札
と
混

用
使
用
を
認
め
た
。

　

さ
ら
に
十
一
月
九
日
か
ら
塀
裏
銀
札
場

に
て
札
の
売
出
し
と
引
換
え
を
行
う
準
備

を
進
め
、
同
十
九
日
か
ら
公
に
通
用
さ
せ

た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
塀
裏
銀
札
場
新
築
の
た
め

仮
役
所
を
通
町
三
丁
目
に
置
い
た
。
内
町

天
満
屋
助
六
方
に
も
置
い
た
。　
　

発
行
高

　

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
二
月
、
大
蔵

省
へ
の
届
出
の
阿
波
藩
札
の
発
行
高
（
享

保
十
五
年
か
ら
明
治
二
年
ま
で
）
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

一　

十
二
万
七
千
五
十
一
貫
百
二
十
八
匁

内　

十
万
一
千
六
百
九
十
一
貫
四
十
二
匁

一
匁
札　

同　

一
千
二
百
四
十
三
貫
四
百
七
十
七
匁

五
分
札　

同　

一
千
四
百
七
十
七
貫
七
百
八
十
一
匁

四
分　

三
分
札

同　

一
千
百
三
十
四
貫
九
百
七
十
七
匁

　
　

六
分　

二
分
札　
　
　

一　

一
万
八
千
百
七
十
三
貫
七
百
五
十
目

一
貫
文
札　
　
　

一　

三
千
三
百
三
十
貫　

五
百
文
札

図
象
お
よ
び
製
造
方
法

　

阿
波
藩
札
を
大
別
す
る
と

　

延
宝
札
（
魚
屋
、
寺
沢
）
二
分
、
三
分
、

五
分
、
一
匁
、
三
匁
、
五
匁
の
六
種

　

網
干
屋
札
（
魚
屋
、
網
干
屋
）
二
分
、

三
分
、
五
分
、
一
匁
、
三
匁
、
五
匁
の
六

種
　

両
面
札
（
魚
屋
、
寺
沢
）
二
分
、
三
分
、

五
分
、
一
匁
、
三
匁
、
五
匁
の
六
種

　

享
保
新
札
（
魚
屋
、
寺
沢
）
二
分
、
三

分
、
五
分
、
一
匁
の
四
種

　

明
治
札
（
魚
屋
、
寺
沢
）
五
百
文
、
一

貫
文
の
二
種

（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　

『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南
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た
の
が
、
バ
ン
ド
を
始
め
よ
う

と
し
た
き
っ
か
け
で
す
。
も
と

も
と
ピ
ア
ノ
は
少
し
弾
け
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｘ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

の
リ
ー
ダ
ー
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

さ
ん
の
よ
う
に
演
奏
し
た
い
と

思
い
、
ド
ラ
ム
も
練
習
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
に
な
り
、
バ
ン
ド
メ

ン
バ
ー
を
集
め
、
現
在
は
４
人

で
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。
皆

で
練
習
し
て
き
た
曲
を
ラ
イ
ブ

で
思
い
切
り
演
奏
す
る
と
き
ほ

ど
、
楽
し

い
時
間
は

あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か

ら
先
、
さ

ま
ざ
ま
な

場
で
バ
ン

ド
メ
ン
バ

ー
と
共
に
演
奏
し
て
、
記
憶
に

残
る
曲
を
届
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
〝
バ

ン
ド
〟
と
い
う
一
つ
の
楽
し
み

を
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
い
、
音
楽
を
広
め
て
い

き
た
い
で
す
。

　

次
は
、
長
生
町
の
走
川
秀
司

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
バ
ン
ド
活
動
を
通
し
て
音

楽
を
広
め
る
こ
と
」
。
そ
れ
は
、

僕
が
憧
れ
る
一
つ
の
目
標
で
す
。

　

中
学
生
の
時
、
父
か
ら
あ
る

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
Ｃ
Ｄ
を
も
ら

い
ま
し
た
。
そ

の
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
は
、
Ｘ　

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
で
し

た
。
も
ら
っ
た

Ｃ

Ｄ

の

中

に

『
紅
』
と
い
う

曲
が
あ
り
、
そ

の
曲
の
サ
ビ
を

聴
く
と
過
去
に
聴
い
た
こ
と
が

あ
る
曲
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

ど
こ
で
聴
い
た
か
は
覚
え
て
い

な
く
て
も
、
し
っ
か
り
と
耳
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。
気
に
し
た

こ
と
が
な
い
曲
で
も
「
こ
の
曲

知
っ
て
る
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
の
は
、
と
て
も
素
敵
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

彼
ら
の
よ
う
に
記
憶
に
残
る
曲

を
作
っ
て
演
奏
し
た
い
と
思
っ 514

横見町

萩野 将規さん

憧
れ
を
現
実
に

阿
南
市
春
季

短
歌
大
会

選

短
　
歌

市
長
賞　
　
　
　
　

吉
形　

和
恵

魚
ぎ
ょ
ひ
ょ
う鰾

ま
で
透
け
る
シ
ロ
ウ
オ
持
ち

呉
れ
し
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
春
は
跳
ね

た
り

大
会
長
賞　
　
　
　

徳
川　

明
美

春
耕
の
田
へ
真
っ
直
ぐ
に
飛
び
下

り
る
烏
一
羽
の
生
の
き
ら
め
き

文
化
振
興
課
長
賞　

勢
井　

恒
子

俎
板
の
窪
み
に
憶
う
歳
月
よ
共
に

老
い
た
り
傷
跡
愛か

な

し

中
学
生
短
歌
ポ
ス
ト
賞　
　

新
野
中
学
校
・
福
井
中
学
校

大
下　

和

五
月
に
は
修
学
旅
行
で
沖
縄
へ
戦

争
ダ
メ
だ
と
学
ぶ
た
め
に
も

　
　
　
　
　
　

中
島　

真
歩

ら
し
く
な
い
「
あ
り
が
と
う
」
の

一
言
を
笑
わ
ず
聞
い
て
よ
！
母
の

日
だ
も
ん

　
　
　
　
　
　

山
本　

瑠
那

今
年
か
ら
受
験
生
に
な
っ
た
の
に

な
ぜ
か
認
め
ぬ
私
の
心

　

尾
田　

陽
輝

道
ば
た
で
見
つ
け
た
花
は
福
寿
草

き
っ
と
幸
運
訪
れ
て
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

麻
那

鯉
の
ぼ
り
鳥
と
い
っ
し
ょ
に
泳
い

で
る
大
き
な
空
が
海
に
見
え
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　

陶
久　

ゆ
ら

潮
風
が
貴
女
の
髪
を
な
び
か
せ
て

ま
る
で
絵
の
よ
う
見
惚
れ
て
し
ま

う
　
　
　
　
　
　
　
　

北
原　

琢
磨

黄
緑
の
山
の
間
に
日
光
の
あ
と
追

う
よ
う
に
飛
ぶ
ツ
バ
メ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

日
偉

春
の
朝
目
覚
し
か
け
て
六
時
半
目

覚
し
か
け
て
も
朝
練
遅
刻

阿
南
市
俳
句

連

合

会

選

俳
　
句

久
米　

浩
一

玄
関
を
開
け
放
ち
待
つ
燕
か
な

　
　

篠
原
悠
紀
子

更
衣
憂
き
こ
と
ひ
と
つ
払
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

福
美

母
の
日
の
母
の
白
髪
を
染
め
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

桜
子

用
水
の
水
が
う
が
う
と
夏
来
る

高
尾　

房
枝

若
葉
風
受
け
て
勢
出
す
野
良
仕
事

市

民

文

芸

　
　
　
　
　
　
　
　

大
西　

裕
子

黄
砂
降
る
阿
讃
の
山
は
モ
ノ
ト
ー

ン
　
　
　
　
　
　
　
　

清
原　

栄
子

網
伝
い
伸
び
行
く
キ
ュ
ウ
リ
花
盛

ん

鈴
木　

順
子

初
夏
や
フ
レ
ン
チ
袖
の
腕
あ
ら
わ

岡
本　

隆
子

葉
桜
の
上
の
青
空
ゴ
ル
フ
球

森　
　

泰
子

動
乱
の
風
に
運
ば
れ
黄
砂
か
な

阿
南
川
柳
会

髙
木
旬
笑

選

川
　
柳

野
口　

吾
朗

ど
き
ど
き
を
わ
く
わ
く
に
す
る
甘

い
声

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

気
分
し
だ
い
で
甘
い
辛
い
に
な
る

料
理

　
　
　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

美
味
し
い
と
言
わ
ぬ
夫
と
五
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

た
め
ら
い
を
少
し
残
し
て
衣い

の
整

理
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
川　

太
郎

初
恋
の
人
も
来
て
い
る
セ
ニ
ア
会
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問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」

巡回日 巡　回　場　所 時　間

  6日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00

12日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20

13日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

14日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30

　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

20日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30

大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間

21日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00

琴 江 荘 前 14:00～14:30

桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

27日㈭

　

　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30

橘 団 地 前 15:00～15:30

福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

７月の巡回日程

阿南市立図書館だより

７月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

阿 南 図 書 館
9:00～18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ 休 ☆ 休

那賀川図書館
10:00～18:00

◎ ☆ 休
◎

◆
☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ○ 休 休 ☆ 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00

※ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 ☆ 休

休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…ピアノ演奏 　◆…阿波公方の苑美化作業　※…七夕おはなし会　○…人形劇

那賀川図書館　☎ 42－3111
ＦＡＸ 42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催

　（毎週日曜日）　11:00～

◎ボランティアピアノ演奏〔約10分間〕

　（第１～第３土曜日）　10:00～

◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業

　８日㈯　8：30～10：00

　※雨天の場合は16日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100
ＦＡＸ 44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催

　（毎週土曜日）　14：00～14:30

※七夕おはなし会　１日㈯

　14：00～15:00（受付13:30～）

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020
ＦＡＸ 23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催

　（毎週日曜日）　10:30～

★ぴよちゃんくらぶ

　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会

　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00  

那賀川図書館発　夏休みのイベント

○おはなしのポケット25周年記念　親子で楽しむ人形劇
　日時　７月23日㈰　14:00～15:00

　内容　人形劇「ゴリゴリ、ゴリくん!」、紙芝居「おむすびころりん」　

　出演　パペットシアター・らせんくらぶ　　　　　

○親と子の読書感想文教室
　読書感想文の書き方をわかりやすく説明します。

　日時　７月22日㈯　10:30～12:00

　対象　小学生（全学年）と保護者　※筆記用具をご用意ください

　講師　小倉泰夫さん（元県学校図書館協議会副会長）

夏休み期間中の特別貸し出し図書について

図書館では夏休みの宿題に役立つ本を取りそろえて、皆さん

を待っています。ただし、これらの本には人気が集中します

ので、下記の期間中は特別ルールで貸し出しを行います。

●夏休みの本　特別ルール〈７月１日㈯～８月30日㈬〉

貸出冊数 貸出期間 予約できる冊数

課題図書
（小学校～高校）

１人１冊まで
（３館あわせて）

１週間
（延長不可）

１人１冊まで
（３館あわせて）

自由研究・工作
などの宿題用図書

１人10冊まで
（３館あわせて）

１週間
（延長不可）

１人10冊まで
（３館あわせて）

入場無料

申込不要
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南部テクノスクール受講生募集

訓練科　事務科
内容　簿記会計の基礎、日商簿記試験対
策、ワード、エクセル、パワーポイント等
定員　15人（母子家庭の母等１人を含む）
対象　離転職者等で、公共職業安定所長か

ら受講あっせんを受けた人
訓練期間　８月23日㈬～11月22日㈬
※日、祝日は休校日
訓練時間　9:00～15:50
訓練場所　四国進学会　阿南校
受講料　無料　※テキスト代は自己負担
申込期間　７月25日㈫まで
申込先　居住地を所管する公共職業安定所へ
問 公共職業安定所または南部テクノスク
ール（☎26－0250）へ

小学校親子向け家庭教育セミナー

日時　７月29日㈯　10:30～13:00
場所　情報文化センター
参加料　無料（事前に要申込み）
※聴講券が必要
定員　300人
内容　１部　徳島県教育委員会講演「学校
では何を学ぶのか、そして家庭での役割は」
県教委の先生がわかりやすく教えます。
２部　家庭教育プロデューサー酒井勇介さん
による講演「中学入学までに身につけたい学
習習慣と学習意欲」楽しく具体的に教えます。
問 徳島新聞事業部（☎088－655－7331）へ

富岡公民館七夕まつり

ロビーに短冊を置いていますので、願い事
を書いてね。
日時　７月８日㈯　13:00～16:00
場所　富岡公民館　調理室、小会議室
内容　スライム作り、紙風船でポップコー
ンを作ろう、防災食の試食会、人形劇団「プ
クプク」による人形劇、フードコーナー（フ
ランクフルト、ジュース、アイスクリーム、
わたがし、ポテト）
問 富岡公民館（☎22－1028）へ

ママと赤ちゃんのふれあい講座

赤ちゃんと気持ちを伝えあえる♪ファース
トサイン教室。まだ上手におしゃべりがで
きない赤ちゃんとお話ができるのが「ファ
ーストサイン」♪
日時　７月13日㈭　10：00～11：00
場所　中野島公民館
対象　０～２歳のお子様とママ
材料費　1,500円/回　※要予約

子育てママの交流サロン

子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。お越しくだ
さった方には親子写真を撮影しプレゼント
させていただきます♪
日時　７月10日㈪　10:00～11:00
場所　中野島公民館　　参加費　無料
対象　０～２歳のお子様とママ　※要予約
問 〒774-0044　上中町南島668
　 RTA指定スクールRomaly 金光梨佳子 
（☎24－8710）へ

夏休みバウンドテニス教室 参加者募集

対象　小学生から大人までどなたでも　
※小学３年生以下は保護者同伴
日程　
▶Aコース　７月26日㈬、28日㈮、8月2日㈬
▶Bコース　８月23日㈬、25日㈮、30日㈬
時間　10:00～12:00
※できるだけ３日間通してご参加ください。
両コースの参加も可。

場所　スポーツ総合センター（サンアリーナ）
定員　20人程度（先着順）
参加費　１コース（３日間）300円（保険料）
持参物　体育館シューズ、飲み物、タオル
申込方法　７月20日㈭までに氏名、年齢
（学年）、電話番号を記入し、はがきまた
はファクスで事務局戸井までお申し込みく
ださい。
問 〒774-0042横見町高川原101番地1　
阿南市バウンドテニス協会事務局　
戸井綾子（☎・FAX 49－1785）へ

阿南こども将棋教室

初心者歓迎します。駒の動かし方・ルール
が分からなくても講師が分かりやすく指導
します。論理的な思考や礼儀作法が身に付
きます。動物将棋もできます。
日程　土曜日10:00～12:00
場所　ひまわり会館２階　和室
対象　４歳から小学生、中学生、高校生ま
で（子どもと一緒に習ってみたい大人の方
もお気軽にお問い合わせください）
※申込方法等くわしくはお問い合わせくだ
さい。
問 日本将棋連盟普及指導員　西岡
（☎090－6888－5686）へ

男性の立場から取り組む

DV のない地域づくり

ホワイトリボンキャンペーン（女性への暴
力を選ばない男たちのアクション）の講演
会を開催します。どなたでもご入場いただ
けますので、ぜひご参加ください。
日時　７月８日㈯　13:30～15:00
場所　富岡公民館２階　大会議室
講師　多賀　太さん　※入場無料
問 パープルシードあなん　福谷
　 （☎090－1003－6352）へ

地域と共生する

杜のホスピタル文化活動

●講演「落語」
日時　７月15日㈯　14:00～
場所　杜のホスピタルOTホール
出演　桂　かい枝、桂　二葉
※入場無料
●コンサート「阿南合唱団」
日時　７月29日㈯　14:00～
場所　杜のホスピタルOTホール
※入場無料
問 杜のホスピタル　リハ課 （☎22－0218）へ

阿南西部公園

七夕夏まつり

仙台七夕飾りと阿波踊り、たくさんの催し
で楽しい１日をお過ごしください。
日時　７月16日㈰　9:30～
　　　※雨天の場合は17日㈷に延期
場所　阿南西部公園（中大野町）
内容　大抽選会、龍神太鼓、阿波踊り、フラ
ダンス、ピアノ演奏、ボールつかみ、ジャンケ
ンゲーム、帽子作りコーナー、シャボン玉コー
ナー、消防コーナー、模擬店、軽食コーナー
問 大野公民館（☎22－1564）へ

ふしぎ発見工作教室

ペットボトルエコライト

を作ろう !!

太陽光で充電して光るエコライトを作ろ
う！明るいときに充電して暗くなると自動
的に点灯するよ。夏休みの宿題をちょこっ
とお手伝い♪
日時　７月30日㈰　11:00～、14:00～
　　　（作成時間60分程度）
場所　Jパワー&よんでんWaンダーランド
　　　Waンダーホール
定員　各回20人（先着順）
持参物　500ml ペットボトル1本、マジック
※事前にお申し込みください。
問 J パワー&よんでんWaンダーランド
　 （☎34－3251）へ

あなんで映画を

みよう会 夏例会

「この世界の片隅に」

日時　７月30日㈰　
　　　①10:30～ ②14:00～ ③18:00～
場所　夢ホール（文化会館）
内容　原作　こうの史代、主演　のん、 
　　　監督　片渕須直
入場料

前売り 当日

セニア（60歳以上）
1,000円

1,100円

一般・大学生 1,300円

小・中・高生 －   500円

問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

とくしまマリッジサポートセンター

阿波の縁むすびサポーター

募集説明会

日時　８月６日㈰　13:30～16:00
場所　ひまわり会館３階　レディースルーム
申込方法　マリッサホームページからお申

し込みください。
※サポーターの募集は随時行っています。
問 とくしまマリッジサポートセンター
 　（☎088－656－1002）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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阿南高専公開講座

●コマ実験セットを使った品質工学
　（パラメータ設計）講座
日時　９月２日㈯　13:00～17:00
場所　阿南高専　機械棟2階　製図室
対象　一般の方　定員　６人
受講料　5,400円
申込方法　申込期間中に電話でお申し込み

ください。
申込期間　７月18日㈫～28日㈮
問 阿南工業高等専門学校総務課
　 企画情報係（☎23－7215）へ
　 ※土、日曜日を除く8:30～17:00

遺言・相続・成年後見制度相談会

日時　７月８日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）　※土・日曜日
は花野（☎090－3787－0305）へ

地域経済講演会

日本でいちばん大切にしたい会社とは？
～価値ある会社に学ぶ人づくり・ものづく
り～
日時　７月12日㈬　16:00～18:00
場所　ホテル石松
講師　法政大学大学院政策創造研究科
　　　教授　坂本光司さん
定員　100人（先着順）
参加費　無料
申込締切　７月７日㈮までにご連絡くださ
い。くわしくは阿南商工会議所ホームペー
ジをご覧ください。
問 阿南商工会議所（☎22－2301、FAX23
－5717）へ

第８回

サマーダンスフェスティバル

日時　７月30日㈰　12:00～16:00
場所　阿南市文化会館　視聴覚室
会費　1,000円
ゲスト　新野祥司プロ（JDCプロ　スタン

ダードA級・ラテンA級）
※男女パートナー同行。新野先生のミニレ
クチャーあり。

問 マドンナダンスクラブ　吉田
　 （☎27－0154）へ

スタジオMパート2

第27回ジャズダンス公演

ジャズのスタンダードナンバーやミュージ
カル曲などを中心に、子どもから大人まで
楽しめる内容です。
日時　７月16日㈰　14:00～（開場13:30）
場所　市民会館　大ホール
内容　999円（税込）
問 スタジオMパート２　井利元
　 （☎090－1579－0490）へ

阿南市地域福祉活動計画

実行委員を公募します

第２期阿南市地域福祉活動計画の推進に関
することや、実行成果の検証・評価をして
いただく「地域福祉活動計画実行委員」を
公募します。将来の地域福祉づくりに関心
のある方は、応募してください。
応募資格　阿南市内に在住で18歳以上の

方（７月１日現在）
募集人数　３人程度　　任期　２年
応募方法　申込書（阿南市社会福祉協議会
に備え付け。ホームページからダウンロー
ドもできます）に必要事項を記載し、「阿
南市地域福祉活動計画の実行にあたっての
私のおもい」をテーマとするレポート800
字以内（任意様式）を添付し、阿南市社会
福祉協議会に持参またはファクス、メール、
郵送で提出してください。
応募期間　７月３日㈪～18日㈫
問 〒774-0030　富岡町北通9番地
阿南市社会福祉協議会事務所
(☎23－7288) へ
※持参の場合の受付時間は8:30～17:15
（土、日、祝日を除く）

平成29年度

国家公務員採用試験

採用試験のうち、7月に受け付けする試験
を掲載しています。

試　験　名 受付期間
第１次
試験日

刑務官
●インターネット
　７月18日㈫～

27日㈭　
●郵送または持参
　７月18日㈫～

20日㈭　

９月17日㈰

海上保安学校学生

９月24日㈰

皇宮護衛官
（高卒程度試験）

入国警備官

航空保安大学校学生

※くわしくはお問い合わせください。
問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－831－4765）へ

第１回とくしまキッズアクアスロン

大会参加者募集

アクアスロンは、トライアスロンの自転車
を除く、水泳とランニングを続けて行うス
ポーツです。
日時　８月27日㈰　9:10～（受付8:30～）
場所　JAちょきんぎょプール
　　　（JAバンク蔵本公園内）
競技　スイム（50～100m）、ラン（１～２㎞）
参加費　1,500円（税、保険料込み）
申込方法　８月６日㈰までに、申込用紙を
提出してください。用紙は、徳島市内のス
イミングスクール、プール施設、ナカニシ
サイクル（徳島本町1）、カワキ屋クリー
ニング（津田本町５）等あります。入手が
困難な方は、返信用封筒（切手を貼り、送
付先住所と氏名を明記）を同封した封筒を
大会事務局に送ってください。
問 〒770-0854　徳島市徳島本町１丁目
６番地　ナカニシサイクル内
アクアスロン事務局
（☎088－625－42－0855）へ
e-mail:jitensha@jeans.ocn.ne.jp

“ノルディック・ウオークで

きれんげしょうまを見にいこう”

２本のスティックをフル活用。健康である
ことを楽しみましょう。
日時　８月11日㈷　7:00～18:30
集合場所　道の駅公方の郷なかがわ
コース　見ノ越までバス→つるぎ山頂で散

策、ノルディック・ウオーク
対象　60歳前後の健康な方
参加費　10,000円（バス、リフト、昼弁

当代を含む）　
※７月20日㈭申込締切（定員になり次第締切）
問 とくしまノルディック・ウオーク協会
　 （☎088－669－6223）へ

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。９月号の締め切りは７月31日㈪です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

ポリテクセンター徳島

公共職業訓練　

受講生募集

募集訓練科
▶６カ月コース（訓練期間９月１日㈮～平
成30年２月28日㈬）
　・溶接加工科
▶７カ月コース（訓練期間９月1日㈮～平
成30年３月30日㈮）
　・電気設備技術科
　・住宅リフォーム技術科
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　７月３日㈪～31日㈪
問 ポリテクセンター徳島　
（☎088－654－5102）へ
※土、日、祝日を除く9:00～17:00

徳島県立総合看護学校

オープンキャンパス

参加者募集

地域で活躍する看護職をめざしませんか。
当校は看護師・准看護師養成課程があり、
幅広い年齢層が学んでいます。学校の雰囲
気や看護を体験してみませんか。地域の皆
さまを対象にワンポイント介護や認知症予
防等を行います。お気軽にご参加ください。
日時　７月30日㈰、31日㈪  8:30～12:00
場所　徳島県立総合看護学校
対象   看護に興味のある方や家族。社会人

経験のある方、大歓迎。
内容　学科紹介、在校生交流会、進路相談、

白衣体験、血圧測定・聴診、救急法
体験等

参加費　無料   
募集期間　７月１日㈯～21日㈮ 
※くわしくはホームページをご覧ください。
問 徳島県立総合看護学校 
　 （☎088－633－6611）へ
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健康いきいき情報

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

【７月の休館日】
3日㈪、10日㈪、18日㈫、24日㈪、
31日㈪

介護予防体操教室

日時　７月12日㈬　13:30～15:00

場所　富岡公民館

内容　介護予防の基礎知識と実践（体操）

講師　株式会社　友愛

　　　作業療法士　壷内慎也さん

対象　おおむね65歳以上の方

持参物　飲み物、タオル

※入場無料、申込不要

問 介護・ながいき課（☎22－1793）へ

阿波踊り体操教室

日時　７月20日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル
問 保健センター（☎22－1590）へ

肺がん講演会

日時　７月22日㈯　13:30～15:00

場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール

演題　「増えている肺がん

　　　～がん検診で早期発見・早期治療～」

講師　徳島県農村健康管理センター長

　　　堀江秀茂さん

※入場無料、申込不要

問 保健センター（☎22－1590）へ

胃がん講演会

日時　８月４日㈮　13:30～15:00

場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール

演題　「あなたの胃は大丈夫？

　　　～最前線の胃がん対策～」

講師　徳島県総合健診センター　

　　　医長　青木利佳さん

※入場無料、申込不要

問 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください（７月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

  4日㈫ 阿 南 市 役 所 富岡町
10:00～12:00
13:00～16:30

11日㈫
南 部 テ ク ノ
ス ク ー ル

桑野町 10:00～12:00

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

特定不妊治療費助成事業

少子化対策の一環として、特定不妊治療を

受けられた夫婦に対して治療費の一部を助

成しています。

対象者

次の要件を全て満たしていること

・法律上婚姻している夫婦であること

・治療開始時に、夫婦が１年以上阿南市に

住所を有していること

・徳島県の特定不妊治療費助成に係る事業

の交付決定を受けていること

対象となる治療

徳島県が指定した医療機関において行う特

定不妊治療

助成の額および回数

１回につき10万円を限度に、通算６回まで

申請等

助成を受けようとする方は、保健センター

までお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

熱中症を予防しましょう

７月は熱中症予防強化月間です。熱中症の

発生は７～８月がピークですが、適切な予

防をすれば防ぐことができます。自身の体

調変化に注意するとともに、周りの人にも

気を配り、熱中症による健康被害を防ぎま

しょう。

予防のポイント

・こまめな水分、塩分の補給

・涼しい服装

・外出時は日傘や帽子を着用

・扇風機やエアコンを使った室内の温度調整

このようなことにも注意が必要

・暑さの感じ方は人によって異なります。

高齢者は特に注意を！暑さに対する体の

調整機能が低下しています。高齢者や子

どもは周囲の人が見守って、みんなで協

力して熱中症予防を呼びかけあいましょ

う。

・節電を意識するあまり、熱中症予防を忘

れないように。

問 保健センター（☎22－1590）へ

食中毒を防ぐ６つのポイント

～食品の購入から食べるまでの過程で予防

の原則を実践～

①買い物

消費期限を確認する。

肉や魚は汁が他の食品に付かないように分

けて袋に入れる。

②家庭での保存

冷蔵や冷凍の必要な食品は、すぐに冷蔵庫

や冷凍庫に保管する。

肉などは、取り扱う前と後に必ず手を洗う。

③下準備

調理の前に石けんで

丁寧に手を洗う。

食材を流水できれい

に洗う。

冷凍食品の解凍は自然解凍を避ける。

使用後の調理器具は洗った後、熱湯をかけ

て殺菌する。

④調理

調理の前に手を洗う。

肉や魚は十分に加熱。中心部を75℃で１

分間以上の加熱が目安。

⑤食事

食べる前に石けんで手を洗う。

清潔な食器を使う。

⑥残った食品

清潔な容器に保存する。

温め直すときも十分に加熱する。

時間が経ちすぎたものは思い切って捨てる。

問 保健センター（☎22－1590）へ

４月の新聞に小学校に入学する新１年生
が就きたい職業のアンケート結果が掲載
されていました。それによると、男の子
は、１位：スポーツ選手、２位：警察官、
３位：運転士・運転手、４位：消防・レ
スキュー隊、５位：テレビ・アニメのキ
ャラクターで、女の子は１位：ケーキ屋・
パン屋、２位：芸能人・歌手・モデル、
３位：看護師、４位：花屋、５位：教員
ということでした。なりたい仕事は、そ
の時代の世相を反映して少しずつ変わっ
ていくものですが、驚くことに１位につ
いては男女とも調査開始以来19年間同
じであったということです。この結果を
見てみなさんはどのようにお感じになら
れたでしょうか。大リーグで43歳の今
も活躍しているイチロー選手は、小学校
６年生の文集に「一流のプロ選手になる」
ということを書いています。イチロー選
手は夢をもつことで、目標をもつことが
でき、それが一日一日の過ごし方につな
がっていったとも話しておられます。
一度「将来の夢」について親子で話し合
ってみてはどうでしょうか。そうするこ
とで親子の絆は間違いなく深められると
思うのです。 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ

－夢をもつ－
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  3日㈪　阿波踊り体験教室

  7日㈮　高齢者とのふれあい会※

  8日㈯　おひさままつり※

10日㈪　発育計測

12日㈬　乳幼児心肺蘇生法AED講習会

18日㈫　ミュージックケアー（乳児）※

    　　　発育計測

19日㈬　お誕生会

20日㈭　美帆子さんの英語であそぼう

24日㈪　ミュージックケアー(幼児)※

28日㈮　おはなしコロリン

※行事によっては有料・申込制となります

ので、くわしくはお問い合わせください。

問 那賀川子育て家庭支援センター

　 （☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば　

平日9:00～16:00

（※＝要予約）

●ベビーマッサージ教室
筋肉の発達を促して、運動機能を高めましょう♪
日時　７月５日㈬　筋力UPすくすくべビマ
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子
●ベビースキンケア教室
赤ちゃんってどうして肌トラブルが多い
の？今必要なスキンケアを学びます
日時　７月12日㈬　夏に気になるスキンケア
対象　０歳～の親子

〈共通事項〉

時間　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
参加費　１回1,500円
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳可）
※要予約
問 RTA指定スクール　PLUS BABY
　 玉置（090－2895－0224）へ

保育士による

ベビーマッサージ＆

ベビースキンケア教室

対象　子育てに関わっている方
内容　わかりやすいコミュニケーション方

法や、効果的な誉め方、落ち着くた
めの方法など、学び練習します。毎
日のイライラをどうにかしたい方、
気持ちが楽になる講座です。４人以
上集まれば開催できます。

問 こども未来応援担当
　 （☎088－621－2180）へ

徳島県親力アップ支援講座

怒鳴らない子育て練習法

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集まれ～♪
日程　７月５日㈬、12日㈬、19日㈬、26

日㈬10:00～12:00（４回連続講座）
場所　今津こどもセンター内
　　　にこにこひろば
対象　講座初回時に生後２カ月～５カ月の

子ども（第１子）とお母さん
定員　13組（先着順）　
参加費　無料　※要申込み
問 こども課（☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム

“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

●ファミサポ講習会
子育てに必要な知識や技術を習得できる講
座です。
日程　
７月５日㈬　
10:00～12:00　保育サービスを提供する

ために
13:00～15:00　保育の心
７月６日㈭　
10:00～12:00　小児看護の基礎知識Ⅱ
13:00～15:00　身体の発育と病気
７月７日㈮　
10:00～12:00　小児看護の基礎知識Ⅰ
13:00～15:00　心の発達とその問題Ⅱ　
７月12日㈬
10:00～12:00　心の発達とその問題Ⅰ
13:00～16:00　安全・事故（救急救命法）
７月13日㈭
10:00～12:00　子どもの世話
13:00～15:00　子どもの遊び
７月14日㈮　
10:00～14:00　子どもの栄養と食生活

（調理実習含む）　
場所　ひまわり会館　
参加費　無料（託児あり）
申込締切日　各講座の前日（救急救命法と
調理は１週間前）※要申込み　
●七夕交流会
日時　７月１日㈯　10:00～12:00
場所　ひまわり会館１階
内容　ママブラスさんによる演奏会やはら

ぺこあおむしの劇をしたあと、こども
ワークショップを開催します。お子さ
まにはお土産あり（先着100人）

※参加費、申込不要
※当日、ファミサポ入会も可能です。
●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。お友だち作り
や地域の情報交換などができます。保健師
さんによる計測も行っています。
日時　７月20日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　すこやかルーム
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

７月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で

施設を開放して育児支援を行っています。

  5日㈬　BPプログラム「赤ちゃんがきた①」
　　　    ※要申込み（４回連続講座）
  6日㈭　七夕かざりを作ろう
12日㈬　BPプログラム「赤ちゃんがきた②」
　　　    園庭解放
13日㈭　リトピュアリトミック
　　　    ※要申込み（先着15組）
19日㈬　BPプログラム「赤ちゃんがきた③」
20日㈭　おはなしのポケット
26日㈬　BPプログラム「赤ちゃんがきた④」
27日㈭　お誕生会
◇毎週火・木曜日（11:00～12:00）
　園庭開放をしています。

にこにこひろば ☎42－0720

今津こどもセンター 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

  4日㈫　おはなしだいすき
11日㈫　水あそびおもちゃ作り
13日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
18日㈫　楽しい水あそび
20日㈭　子育て講座
25日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28－1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

  4日㈫　七夕まつり会
11日㈫　おはなしのポケット
18日㈫　仁木助産師による子育て講座
25日㈫　お誕生会
◇13日㈭から毎週木曜日にプールあそび
をします。着替えやタオルの準備をお願
いします。

なかよしひろば ☎21－2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

  4日㈫　七夕飾りを作ろう
11日㈫　助産師による講演会
　　　   「乳幼児の救急について」
　　　    講師：小島泰代さん
　　　   （10:20～11:30）
21日㈮　水遊び
25日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう　
 　７日㈮、14日㈮、18日㈫、28日㈮
◇毎週木曜日（10:45～11:30）
　園庭開放をしています。

みんなのひろば ☎44－5059

岩脇こどもセンター

平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　12日㈬　桑野公民館
　　　19日㈬　加茂谷公民館
　　　26日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
４日㈫、７日㈮、11日㈫、14日㈮、
18日㈫、28日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・

すくすくin阿南

て ひ ろば育子
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昨
年
の
通
常
国
会
で
、
自
民
、
公
明
、

民
進
の
３
党
で
議
員
提
案
さ
れ
て
い
た

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
（
以
下
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法
）

が
11
月
16
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
翌
17
日
の
衆
議
院

本
会
議
で
も
賛
成
多
数
で
可
決
、
参
議
院

に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
案
は
５
月
の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
、

法
案
の
趣
旨
説
明
と
審
議
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
通
常
国
会
会
期
末
の
段

階
の
た
め
継
続
審
議
の
手
続
き
が
と
ら
れ
、

次
期
国
会
で
の
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
５
月
24
日
の
こ
の
国
会
で
は

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
規
制
に
関
す
る
法

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
団

講
師　

歯
朶
山 

加
代
さ
ん

律
」
が
制
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
１
日
、
参
議
院
法
務
委
員
会
で
自
民
党

の
門 

博
文
・
衆
議
院
議
員
が
「
部
落
差
別
解

消
推
進
法
案
」
の
趣
旨
説
明
と
内
容
を
説
明
し
、

現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
し
、
さ
ら
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
情
報
の
氾
濫
な
ど
、

新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
法
案
の
必
要

性
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
質
疑
で
は
、
自
民
党
の
西
田
昌
司

議
員
、
民
進
党
の
有
田
芳
生
議
員
、
小
川
敏
夫

議
員
、
公
明
党
の
佐
々
木
さ
や
か
議
員
、
沖
縄

の
風
の
糸
数
慶
子
議
員
な
ど
が
質
問
を
お
こ
な

い
、
特
に
有
田
議
員
は
、
鳥
取
ル
ー
プ
・
示
現

舎
の
「
全
国
部
落
調
査
」
復
刻
版
出
版
事
件
を

取
り
上
げ
、
部
落
差
別
の
厳
し
い
実
態
に
対
応

す
る
法
案
内
容
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
６
日
の
法
務
委
員
会
で
は
、
部

落
解
放
同
盟
中
央
本
部
の
西
島
書
記
長
が
参
考

人
と
し
て
意
見
を
述
べ
、
結
婚
差
別
や
土
地
差

別
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
事
例
、
鳥
取
ル
ー
プ
・

示
現
舎
の
事
件
を
紹
介
し
、
法
案
が
「
部
落
差

別
は
社
会
悪
」
で
あ
る
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て

国
や
自
治
体
の
取
組
推
進
を
課
題
に
し
て
い
る

こ
と
を
評
価
、
法
案
が
部
落
差
別
撤
廃
に
向
け

た
施
策
推
進
や
日
本
の
人
権
状
況
を
改
善

し
て
い
く
方
向
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
と
意
見
表
明
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
12
月
９
日
参
議
院
本
会
議
に

お
い
て
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
が
一

つ
の
党
を
除
い
て
与
党
、
野
党
賛
成
多
数

で
可
決
、
成
立
と
な
り
12
月
16
日
施
行
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
日
本
史
上
始
ま
っ
て
以
来
、

初
の
「
部
落
差
別
」
を
明
記
し
た
法
律
で

あ
り
、
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法
」
と

同
様
に
罰
則
規
定
の
な
い
理
念
法
で
あ
る

と
は
い
え
、
日
本
社
会
に
あ
る
部
落
差
別

の
存
在
を
認
め
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い

も
の
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。
条
文
は
全
体

で
６
条
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
条
（
目
的
）
…
現
在
も
な
お
部
落

差
別
が
存
在
す
る
こ
と
、
部
落
差
別
の
解

消
を
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と

し
て
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実

現
す
る
。

　

第
二
条
（
基
本
理
念
）
…
全
て
の
国
民

が
等
し
く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け

が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要

性
に
対
す
る
国
民
一
人
一
人
の
理
解
を
深

め
る
よ
う
努
め
る
。

　

第
三
条
（
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

責
務
）
…
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落

差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る

責
務
を
有
す
る
。

　

第
四
条
（
相
談
体
制
の
充
実
）
…
部
落

差
別
に
関
す
る
相
談
に
的
確
に
応
ず
る
た

め
の
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　

第
五
条
（
教
育
お
よ
び
啓
発
）
…
部
落

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
教
育
・
啓
発
を

お
こ
な
う
。

　

第
六
条
（
実
態
に
係
る
調
査
）
…
部
落

差
別
の
解
消
に
関
す
る
施
策
の
実
施
に
資

す
る
た
め
、
部
落
差
別
の
実
態
調
査
を
お

こ
な
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
条
文
は
わ
ず
か
６
条
か

ら
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
同
和
対

策
事
業
特
別
措
置
法
」
（
環
境
改
善
の
た

め
の
事
業
法
）
が
２
０
０
２
年
に
期
限
切

れ
し
、
部
落
差
別
は
な
く
な
っ
た
、
あ
る

い
は
部
落
差
別
を
な
く
す
取
組
か
ら
手
を

引
こ
う
と
す
る
現
在
の
状
況
に
こ
の
法
律

の
持
つ
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

い
ま
だ
に
被
差
別
部
落
の
青
年
た
ち
は

就
職
や
結
婚
な
ど
人
生
の
節
目
ご
と
に
部

落
出
身
で
あ
る
こ
と
に
い
や
お
う
無
く
向

き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
事
実
無
根
な
悪

質
な
書
き
込
み
が
こ
う
し
て
い
た
っ
た
今

も
な
お
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
目
を

そ
ら
さ
な
い
で
、
水
平
社
宣
言
の
ご
と
く

全
て
の
人
々
が
人
間
と
し
て
尊
厳
を
持
つ

存
在
で
あ
る
社
会
が
一
日
も
早
く
来
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

｢

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律｣

が
成
立

こ
の
法
律
の
趣
旨
を

一
人
で
も
多
く
の
人
々
に
！

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、
「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⒆

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　

（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは

2日 瀧 内 科 外 科 医 院 才 見 町 ☎24−9133

9日 是 松 医 院 津乃峰町 ☎27−0316

16日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

17日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

23日 島 内 科 眼 科 医 院 富 岡 町 ☎22−1147

30日 松 﨑 内 科 医 院 中大野町 ☎23−5778

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ

い。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120・

音声案内　☎22−9999まで

または阿南市医師会ホームページをご覧ください。

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ

い。当日変更する場合があります。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい

ます。（事前の電話連絡は不要です。）

７月の夜間・休日診療

軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00～17：00

スポーツ施設７月の休館日

スポーツ総合センター（温水プール） 3・10・18・24・31日

那賀川スポーツセンター 5・12・19・26日

羽ノ浦総合国民体育館 3・10・18・24・31日

羽ノ浦健康スポーツランド 3・10・18・24・31日

県南部健康運動公園 4・11・18・25日

７月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明

書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、

軽自動車税納税証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ

●市税の納付および分納等の納税相談

　納税課（☎22−1792）へ

５日㈬・19日㈬　17:15～18:15

梅雨が明けると本格的な夏がやってきます。夏は、海や山など外での遊びが楽しい季節。反面、自然災害の多い季節でもあります。

風水害、土砂崩れ、川の増水、落雷、・・・。市や気象庁などから発せられる情報に注意して、災害から身を守りましょう。（谷内）

日ごとに暑さが増していく季節となりました。本格的な夏はすぐそこ。今年も市内各地でお祭りや海水浴、プールなどイベントがめ

じろ押しです。熱中症には十分気をつけながら、阿南の夏を感じに出かけてみてはいかがでしょうか。（藤井）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

７月の相談

法律相談（要予約） ６日㈭

時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談 11日㈫・25日㈫

時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 21日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※混雑時は、お待ちいただくことがあります。

消費生活相談 平日開館

時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 ５日㈬

時 13:30～16:00　所 橘公民館、長生公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 19日㈬

時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）

日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ３日㈪、10日㈪、24日㈪、31日㈪

時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）

日 ４・11・18・25日　時 13:00～17:00
日 14・28日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） ６日㈭

時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※８月の相談日はありません。

７月の市税

■固 定 資 産 税（第２期）

■国民健康保険税（第２期）

　納期限は、７月31日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  30日㈰  8:30～17:00（市役所納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。

人口と世帯数

人　口　74,514 人 （−35）

（男） 35,994 人 （−11）

（女） 38,520 人 （−24）

世帯数　30,744世帯（＋11）
※平成28年５月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　62,867人

（男） 　30,120人

（女） 　32,747人

※平成29年６月１日現在
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近
年
の
少
子
化
や
核
家
族
化
、
地
縁
・
血

縁
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る
な
ど
の
社
会

変
化
の
中
で
、
家
庭
で
の
子
育
て
の
負
担
や

悩
み
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

時
代
に
、
子
ど
も
を
「
地
域
の
宝
」
と
し
て

地
域
全
体
で
育
て
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で

い
る
「
亀
の
森
見
守
り
隊
」
の
皆
さ
ん
。
子

ど
も
が
安
全
な
環
境
の
中
で
、
安
心
し
て
教

育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
通
学
路
で
下
校

時
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
学
校
が
あ
る
日
は
毎

日
、
橘
小
学
校
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
、

通
学
路
の
要
所
々
々
に
立
ち
交
通
指
導
を
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
よ
う
す
を
う
か
が
っ
て

異
変
が
な
い
か
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、
声

掛
け
し
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
を
心
掛
け
て

い
る
。
代
表
の
山
本　

健
さ
ん
（
79
歳
）
は

「
こ
ち
ら
か
ら
声
を
掛
け
て
、
子
ど
も
の
中

か
ら
元
気
を
引
っ
張
り
出
し
ま
す
」
と
笑
う
。
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／
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阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜

第132回

　

結
成
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
17
年
に
全
国

で
児
童
ら
を
狙
っ
た
凶
悪
な
犯
罪
が
多
発
し

た
こ
と
。
ま
た
橘
町
は
、
町
中
に
国
道
が
走

っ
て
い
て
交
通
量
が
多
い
。
沿
岸
部
に
位
置

し
て
い
る
た
め
津
波
や
高
潮
の
危
険
性
が
高

い
。
「
自
分
ら
の
地
域
の
子
は
自
分
ら
で
守

る
」
。
橘
公
民
館
か
ら
呼
び
か
け
て
有
志
を

募
り
、
見
守
り
活
動
を
行
っ
た
。
以
来
12
年

も
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
夏
休
み
に
は
地

元
の
イ
ベ
ン
ト
「
海
遊
祭
り
」
で
工
作
教
室

を
開
き
、
子
ど
も
と
交
流
し
て
顔
を
覚
え
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

「
寒
い
日
や
暑
い
日
は
、
立
っ
て
い
る
の

も
辛
い
け
ど
、
児
童
と
あ
い
さ
つ
し
た
り
ハ

イ
タ
ッ
チ
し
た
り
す
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
ら
え
ま
す
。
子
ど
も
は
町
の
将
来
を
担
い

ま
す
。
元
気
に
、
真
っ
直
ぐ
に
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。
地
域
の
お
っ
ち
ゃ
ん
は
橘
っ

子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
今
日
も
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
。

亀
の
森
見
守
り
隊
（
橘
町
）

児童を見守る

笑顔で声掛け

通学路の要所で交通指導

「海遊祭り」での工作教室
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